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『 三 国 志 』 は 二 十 世紀 の 現在 で も 世界 中 に 数 多く の ファ ン を 持つ 中 国文 学 の 最高 峰 
で す 。 英雄 と 英雄 と の 出会い 、 虚 々 実 々 の か け 引 き 、 経済 政策 の 成功 と 失敗 、 大 軍 を 
率い て の 戦闘 な ど 、 と て も 1800 年 も 前 の 出来 事 と は 思え ませ ん 。 特 三国 志 の 個性 
| に あふ れる 登場 人 物 た ち は 、 歴史 を 動か し て いる の は 人 間 自 身 な の だ と いう と と を 教 
えて くれ ます 。 

シミ ュ レ ーション ・ ゲ ー ム 三国 志 は 、 文 学 作品 『 三 国 志 』 の 持つ 壮大 な ド ラマ を 出来 
る だ けり 演出 出来 る よう 努力 し て 作ら れ ま し た 。 と の ゲー ム に お いて は 、「 人 」 が 重 
要 な 役割 を 果たし ます 。 三国 時 代 の 英雄 の 一 人 で ある 貴方 は 、 優 秀 な 人 材 を 集め 、 そ 
の 心 を 摘 ま な く て は な り ま せん 。 貴方 へ の 忠誠 心 に れ た 、 優れ た 部 下 を 持つ 事 な く 
し て 、 て と の ゲー ム の 穫 者 と な る と と は 有り 得 な い の で す 。 

さあ 、 三 国 時 代 の すてき な 武 持 た ちと 共に 、 中 国 統 一 の 夢 を 果たそ う で は あり ませ 
ん か ! ! 





[1〕): シミュレーション ・ ゲ ー ム と は ? 


シミ ュ レ ーション ・ ゲ ー ム と は 、 吐 方 が ゲー ム 中 に 与え られ た 要素 や デー タ を 駆使 
し な が ら 、 目 的 を 果して いく ゲー ム で す 。 ア クシ ョ ン ・ ゲ ー ム の よう ほぼ に 、 反 射 神経 と 
指 さ ば きだ け で どう に か な る と いう 訳 に は いき ませ ん 。 シ ミュ レー ショ ン ・ ゲ ー ム に 
は 、 和 柔軟 な 思考 力 と その 状況 に あっ た 判断 力 が 必要 と な り ま す 。 ま た 、 そ れ に 加え て 
大 胆 な 決断 力 や 突発 的 な 出来 事 に 対処 する 適応 力も 要求 され ます 。 ゲ ー ム の 分 野 で は 
パズル ・ ゲ ー ム と 並び 、 非常 に 頭 を 使う 知 的 な ゲー ム の 代表 的 存在 と し て 知ら れ て い 
ます 。 だ か ら と いっ て 、 そ ん な に 難し いも の か と いう と 、 そ の よう な 事 は 決し て あり 
ませ ん 。 ゲ ー ム を 始め る 前 に 覚え る 事柄 や 、 や る べき 事 が た くさ ん ある の は 、 そ れ だ 
け 奥 が 深い と いう 事 で す 。 ま た 、 ゲー ム が 始ま っ た 頃 は 、 自 分 の 思惑 通り に 事 が 運ば 
な いか も し れ ま せん 。 し か し 、 と れ は ゲー ム に 慣れ て いく た め に 必要 な 事柄 で す 。 諦 
め ず に 何 回 も トラ イ し 、 幾度 も の 試行 錯誤 を 繰り 返し て いく 内 に 、 自分 に 一 番 適し た 
ゲー ム の 進め 方 が 見 つか る 筐 で す 。 そ うな り ま す と 、 次 第 に コマ ンド も 覚え られ ます 
し 、 その 場 その 場 の 状況 に 合わ せ た 適応 力も 自然 と 身 に 付い て きま す 。 ゲー ム 形 態 さ 
え 理解 で きれ ば 、 シ ミュ レー ショ ン ・ ゲ ー ム に 病み つき に な っ て し まい ます 。 きっ と 、 
貴方 を と り と に し て 離さ な いで し ょ う 。 

光栄 が 発売 し て いる 一 連 の シミ ュ レ ーション ・ ゲ ー ム 群 は 、 貴 方 が 一 国 の 主として 
他国 を 攻略 し て いく も の で すか ら 、 常に 一 進一 退 の スリ ル が 味わえ ます 。 自分 の 領地 
を 統括 する 為 に は 、 優れ た 指導 者 と し て 、 経営 能力 を 養 わ な けれ ば な り ま せん 。 他国 
を 上 古 領 する 為 に は 、 有 人 能 な 指揮 官 と し て 、 効 率 よい 戦術 を 見 つけ な けれ ば な り ま せん 。 
他国 と の 戦争 に ば か り 力 を 入れ て ます と 、 内 政 が だ おろそか に な り ま すし 、 内 政 に ば か 
り 気 を と られ て いま す と 、 他 国 が 強く な り 過 ぎ て 攻め 込む 機会 を た 失っ て し まい ます 。 
で すか ら 、 片 寄ら ず に 内 政 ・ 外 交 共 に 両立 させ る 事 が ゲー ム 目 的 達成 へ の 早道 で す 。 
シミ ュ レ ーション ・ ゲ ー ム 人 正しい 道順 は あり ませ ん 。 ア ド ベ ンチ ャ ー・ ゲ ー ム や ロ 
ー ル プレ イン グ ・ ゲ ー ム の 様 に 、 決 まっ た 進み 方 も 、 謎 を 解 か な けれ ば 先 に 進め な い 
と いう 様 な 事 も あり ませ ん 。 自分 が 楽し め る 、 や りや すい ゲー ム 進 行 が 見 つか れ ば そ 
れ で 良い の で す 。 型 に は ま ら な い 、 貴 方 の 独創 性 を 活か せる ゲー ム 、 そ れ が シミ ュ レ 
ーション ・ ゲ ー ム な の で す 。 ゲ ー ム の 目的 を し っ か り と 把握 し 、 あ る 程度 の 手順 を 覚 
えて お け ば 、 途 中 で 行き 詰まる 事 は あり ませ ん 。 最初 は 何かと や り に くい か も し れ ま 
せん が 、 や れ ば や る 程 の め り 込 ん で し まう 不思議 な ゲー ム な の で す 。 

また 、 シ ミュ レー ショ ン ・ ゲ ー ム は 、 た だ 単に 楽し むだ け で な く 、 思 考 能力 の 育成 
や 経営 学 の 勉強 に も な り ま す 。 一 つの 事 だ け に と ら わ れず 、 各 所 に アン テ ナ を 張り 巡ら 
せ て 常に 回 り の 状況 に 気 を 配る 事 が 、 ゲ ー ム に お いて 重要 な ポイ ント (に な り ま す 。 シ 
ミュ レー ショ ン ・ ゲ ー ム は 、 ゲ ー ム その も の が 一 つの 小宇宙 に な っ て いま す 。 貴方 は 
その 社会 の 仕組 み を 知る 度 に 、 や る べき 事 を 考え な けれ ば な り ま せん 。 そ れ は ゲー ム 
の 世界 だ け で な く 、 我 々 の 住ん で いる 実社会 で も 同じ 事 が いえ ます 。 た だ ゲー ム で 終 
ら せ ず に 、 貴 方 の 生活 の 一 部 と し て 活用 し て 下さ い 。 

それ で は 、 早速 ゲ ー ム を 始め まし ょ う 。 


[2 ) : ゲー ム の 概要 


1. 


ゲー ム の 目的 


三国 志 の 世 界 に や っ て 来 た 貴 方 は , まず 貴方 に 代わ っ て ゲー ム 中 活躍 する 君主 を 決め 
な けれ ば な り ま せん 。 今後 、 そ の 君主 に 命令 を 下 し て 、 ゲ ー ム の 目的 を 達成 する わけ 
で す 。 三国 志 に は 、 年 代 別 に 5 つの シナ リオ が 用 意 さ れ て お り 、 各 シナ リオ に 登場 す 
る 君主 や 武 持 は さま ざま で す 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 君主 の 勢力 図 も 違い ます が 、 そ れ ら 
の 事項 は 『 三 国 志 演義 』 を 基 に 作成 され て いま す 。 シ ナリ オ に よっ て 、 ゲ ー ム の 終了 目 
的 と な る 勝利 条件 は 異な り ま す の で 、 く れ で ぐれ も 注意 し て 下さ い 。 し か し 、 シ ナリ オ 
5 以外 で は 、 そ の 勝利 条件 を 満た し て も 、 全 国 統一 へ 向け て 引き 続き ゲー ム は 続行 さ 
れ ま す 。 

普 段 は 、 中 国 大 陸 に ある 58 国 の 白地 図 が 表示 され て いる MA IN 画面 上 で 命令 を 
発し ます 。 て の 白地 図 に は それ ぞ れ の 君主 が 赤 や 青 に 色分け され て お り 、 そ の 人 色 を 見 
る 事 に より 今 現在 の 君主 の 勢力 が ひと 目 で わか り ま す 。 と の M A IN 画面 上 で 、 58 国 
が 月 に 1 回 ずつ 順番 に 命令 を 出し 、 全 て の 国 が 命令 を 出し 終え る と 1 ヶ月 が 終了 し ま 
す 。 な お 、 命 令 の 順番 は ラン ダム に 毎月 変わ り ま す 。 貴方 の 順番 が まわ っ て きま し た 
ら 、 自 分 の 領地 に 命令 を 出し て 下さ い 。 1 回 に つき 1 命令 で す の で 、 自 分 の 領地 が 2 
国 以 上 ある 時 は 、 2 回 以上 順番 が 回 っ て きま す 。 戦争 命令 に より 他国 へ 攻め 込ん だ り 
他国 が 貴方 の 領地 に 攻め 込ん で きた 時 は HE X 画 面 に な り ま す 。 HE X 画 面 に な る と 
MA I N 画 面 が 消え て 、 そ の 国 の 地形 を 表す マス 目 が 表示 され 、 そ の 上 で 命令 を 発 す 
る 事 に な り ま す 。 戦争 が 1 ケ月 で 終わ ら な か っ た 場合 に は 、 次 の 月 に まで 持ち 越 され 
ます 。 戦争 が 2 ケ月 以上 に 渡っ た 時 は 、 他 の 自分 の 領地 か ら 援 軍 を 送る 事 が 可能 で すむ 
但 し 、 と の 時 は 援軍 を 送る 国 と 戦争 中 の 国 と が 隣接 し て いな けれ ば な り ま せん 。 

また 、 貴 方 は 国 を 1 つも 持っ て いな く て も 、 放浪 者 と し て ゲー ム を 続け る 事 が で き 
ます 。 て と れ は 、 現 在 の 自分 の 領地 に 不 席 が あり 新天地 を 求め て 放浪 の 旅 に 出 た り 、 敵 
国 の 武将 に 捕まり や む を 得 ず 放浪 状態 に 陥っ た 場合 で す 。 て の 場合 は 、 時 機 を 見 て 旗 
上 げす る 事 に な り ま す 。 さらに 、 貴 方 の 選択 し た 君主 が 死ん で し まっ て も 、 そ の 君主 
の 配下 の 武将 の 中 か ら 次 の 君主 を 選ぶ 事 に より 、 ゲ ー ム を 続け る 事 が 出来 ます 。 

暦 は 旧暦 に あたり ます の で 、 1 月 か ら 3 月 まで が 春 、 4 月 か ら 6 月 まで が 夏 、 7 月 
か ら 9 月 まで が 秋 、 10 月 か ら 12 月 まで が 冬 で す 。 春 に は 武将 は 歳 を 取り 、 秋 に は 軍資金 
や 兵糧 が 後 収 され ます 。 ま た 、 各 季節 の 初め に いな ご や 洪水 な どの 災害 が 起き る 事 が 
あり ます 。 


キー の 使い 方 


『 三 国 志 』 で 用 いる キー は 0 - 9 の 数 字 と Y、N 及 び [RET] (return キー) で す 。 

MA IN 画面 C お いて は 、 数 字 キ ー を 押し た 後に 続け て [RET] を 押し て 入力 し て 
くだ さい 。HEX 画面 に お いて は 、 一 般 に 数 字 キ ー を 押し た だ け で 命令 が 入力 で きま 
す の で [ RET ] は 不要 で す 。 た だ し 、 武 持 を 選び 出す と き 、 退 却 先 の 国 番号 を 入力 
する と き 、 及 び 捕 虜 と な っ た 武将 の 処置 を 決め る 場合 に は 数 字 キ ー を 押し た 後に 続け 
て [RET ] を 押し て くだ さい 。 

また 全て の 場合 に つい て 言え る 事 で す が 


eeee (Y/N) ? 


と 表示 され た と き に は Y の か わり MC 0 、N の か わり に [RET] を 用 いる 事 が 出来 ま 
す 。 従っ て テン キー だ け で 全て の オペ レー ショ ン が で きま す 。 ま た こと の と き は 続け て 
[RET ] キー を 押す 必要 は あり ませ ん 。 


3. 効果 斉 、 動 画 の 制御 に つい て 


効果 音 を 消す | に は F・ 1 、 出 す に は F・2 を 押し て 下さ い 。 また 絵 の 表 示 を や め る 
(に は F・3、 表 示す る に は F・4 を 押し て 下さ い 。 た だ し と れ ら の ファ ンク ショ ン キ ー 
は キー ポ ボード か ら の 入力 待ち に な っ た と き 、 即 ち カ ー ソ ル が 点滅 し て いる 時 に し か 動 
作 し ませ ん 。 

と の 他 に も 命令 20 : > その 他 べ で ON /OFF に する と と が 出来 ます 。 


[3〕: ゲー ム の 開始 


1. スター ト の 方 法 


DISK A を 第 1 ドラ イブ (0 と 1 な ら 0、1 と 2 な ら 1) に 、DISK B を 第 2 ドラ イ 
ブ (0 と 1 な ら 1、1 と 2 な ら 2) に 入れ 電源 を 入れ る か 、 電 源 が すでに 入っ て い 
る 場合 に は 、 リ セッ トス イッ チ を 押し て 下さ い 。 

タイ トル が 表示 され た ら 、 ス ペー スキ ー を 押し て 下さ い 。 す る と RANDOMIZE 
を 開始 し ます の で 、 し ば らく 待っ た 後 [RET ] を 押し て 下さ い 。 

※ ゲ ー ム 中 は リセ ッ ト ボ タン を 押し た り 、 電 源 を 切っ た り し な いで 下さ い 。 リ セッ ト 
ボタ ン を 押し た り 、 電 源 を 切る の は 中 断 命令 で ゲー ム を や め た 後に し て 下さ い 。 
※ ゲ ー ム 中 は DISK を 出さ な いで 下さ い 。DISK を 出す の は 必ず 中 断 命令 を 実行 し 

て ゲー ム を 中 止 し て か ら に し て 下さ い 。 

※ write protect シー ル は 絶対 に 貼ら な いで 下さ い 。 プロ グラ ム が 暴走 する お それ が 
あり ます 。 


2. ゲー ム を 始め る 前 に 
ゲー ム を 始め る 前 に 各種 の 初期 設定 を 行い ます 。 コ ンピュータ の 質問 に 対し て 次 の 
よう に 答え て くだ さい 。 

(1) デー タ の 選択 ( new game or load data ?) 


ゲー ム を 新しく 始め る と き は new game を 、 以前 に 中 断 し た game を 再開 し た 
いと き は load data を 選択 し て くだ さい 。 


(2) シナ リオ の 選択 (どの シナ リオ に し ます か ? ) 


MA I N 画 面 上 左側 に 、 下図 の 様 な 白地 図 が 表示 され ます 。 各 君主 の 勢力 は 、 と の 

白地 図 上 に 色分け され て いま す 。 選択 し た シナ リオ に より 、 各 君主 の 色 や 勢力 が 変わ 
り ま す の で 、 ど 了承 下さ い 。 新 し く ゲ ー ム を 始め る 時 は 、 5 つの シナ リオ か ら 1 つ を 
選択 する わけ で す が 、 各 シナ リオ の 時 代 背 景 や 詳細 は 次 ペー ジ を ど ご覧 下さ い 。 


中 国 58 ヶ国 白地 図 





シナ リオ 1  f 蓝 卓 打倒 J 


1、 ゲー ム 開 始 年 度 西 歴 189 年 


えん し よう 


2 時代 背景 189 年 、 何 進 は 、 哀 紹 召 術 ら と 手 を 結び 包 官 時 殺 を 企てる が 、 逆 に 窒 
官 側 iC 謀殺 され る 。 と の 内 紛 に 乗じ て 沙 腸 入り し た 西 涼 の 葵 重 は 、 弘 農 王 を 廃し 、 
献 帝 を 立て 、 中 央 で の 実権 を 握っ た 。 と れ に 対し て 、 嘉 紹 ・ 足 術 ・ 曽 操 ら の 諸 将 達 は 
相次い で 洛陽 か ら 脱 出し 関東 に 落ち た 。 し か し 、 攻 卓 の 傍 若 無人 な 政権 に 業 を 煮やし 
た 猛将 達 は 、 打 全 草 卓 の 旗印 の 元 に 集まり 、 反 族 を ひる が え し た 。 身 の 危険 を 感じ た 
董卓 は 、 190 年 に 長安 へ 都 を 移し て 洛陽 を 焼き 払っ た 。 後々 、 三 国 志 を 支え て いく つ 
わ も の 共 は 、 一 斉 に 洛陽 を 目指 し た 。 三 国 志 の 時 代 、 乱 世 へ と 時 は 流れ て いっ た 。 


3. 勝利 条件 30 以 上 の 国 を 支配 し 、 か つ 洛 陽 (20 国 ), 長安 (21 国 ) の どちら か を 君 
主 が 統治 し て いれ ば 、 シ ナリ オ 1 の 目的 を 達成 し た 事 に な る 。 


4. 英 雄 
貴方 が 選択 で き る 君主 
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シナ リオ 2. 「 曹 操 の 台頭 』 


1. ゲー ム 開 始 年 度 (西暦 195 年 ) 


2. 時 代 背 景 192 年 、 王 人 は 、 草 卓 の 部 下 で あっ た 呂布 を 味方 に つけ 、 苗 卓 課 殺 に 成 

功 する 。 曹 卓 亡き 後 、 各 武将 達 は 今 が 機会 と ば か り に 政権 を 握 ろ うと する 。 中 国 全 土 
は 完全 に 分 猿 し 、 各 地 で は 武将 の 勢力 争い が 類 緊 起 て り 倒 れる 者 も 少な く な か っ た 
孫 中 も その 1 人 で 制 州 の 割 表 と 戦闘 中 に 没 し 、 息 子 の 擦 策 が その 後 を 継い だ 。 と の 頃 
より 、 青 雲 の 意志 に 燃え る 章 操 の 活躍 が 目立ち は じ め 、 198 年 、 下 郁 に お いて 呂布 の 
息の根 を 止め 、 後 の 魏 王 国 の 礎 を 築い た の で あっ た 。 


3. 勝利 条件 30 以上 の 国 を 支配 し 、 か つ 洛 陽 (20 国 )、 長 安 ( 21 国 ) の どちら か を 君主 
が 統治 し て いれ ば 、 シ ナリ オ 2 の 目的 を 達成 し た 事 に な る 。 


4. 英 雄 
貴方 が 選択 で きる 君主 





シナ リオ 3. 「 新 時 代 の 幕開け 』 


1. ゲー ム 開 始 年 度 (西暦 201 年 ) 


2. 時 代 背 景 。199 年 、 易 京 に お いて 公孫 弄 を 破っ た 嘉 紹 は 、 北 に 大 き な 勢 力 を 伸ばし 
た 。 と の 時 、 劉 備 は まだ 定まっ た 領地 も な く 半 ば 放浪 状態 で あり 、 嘉 紹 か ら 劉 表 の 元 
へ と 身 を 寄せ て いた 。 孫堅 の 後 を 継い だ 孫策 で ある が 26 才 の 若 さ で 暗殺 され 、 弟 の 
孫権 が 後 を 継ぐ と いっ た 目まぐるしい 変動 も ちっ た 。 一 方 、 北 の 銀 、 嘉 紹 の を 恐れ 
た 曹操 は 、 今 後 の 運 命 を 決め る 一 大 決戦 を 決意 し た の で ある 。 


3. 勝利 条件 40 以 上 の 国 を 支配 する と と 。 


4. 英 雄 
貴方 が 選択 で きる 君主 


英 雄 名 ゲー ム 開 始 時 に 所 有 し て いる 国 番号 
6、7、12、13、19、20 


28、31、32、33 
37 
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他 の 君主 は 登場 し ませ ん 。 


シン ナリ オ 4. 『 孔 明 の 出産 』 


1. ゲーム 開始 年 度 (西暦 208 年 ) 


2 時 代 背 景 嘉 紹 亡き 後 哀 了 と 哀 語 を 討っ た 曹操 は 、 北 側 を 中 心 に 順調 勢力 を 伸 ば 
し て いっ た 。 南側 で は 、 久 麗 と 孫権 が 陣 取 っ て お り 、 劉 備 は 今一つ 伸び 悩ん で いた 。 
し か し 、 207 年 、 乳 明 と の 衝撃 的 な 出会い に より 最高 の 軍師 を 得 た 劉備 は 、 措 州 奉 取 
に 向かっ て 着実 な 歩み を 始め る 。 そ し て 、 208 年 、 三 国 時 代 の 幕開け へ と つなが る 
「 赤 壁 の 戦い 」 が 起き た の で ある 。 


3. 勝利 条件 40 以上 の 国 を 支配 する と と 。 
4. 英雄 
貴方 が 選択 で きる 君主 


ゲー ム 開 始 時 に 所 有 し て いる 国 番号 


そう そう 1 、 2、 3 、 4、 5 、 6 、 7 、 8 、 9、 12 、 13 、 
曹操 16、18、19、20、21 


28、31、32、33、34、35、36 
37、38、39、40 
46、47 、48、49、50、51、52、53 


















ちょ う ろ 


劉 度 


シナ リオ 5. 『 三 国 の 時 代 」 


1. ゲー ム 開 始 年 度 (西暦 215 年 ) 


2. 时代 背 景 「 赤 壁 の 戦い 」 で 勝利 を 収め た 孫 秩 と 劉備 は 、 確 実に 勢力 を 伸ばし 、 
つい に た 三国 凌 立 の 時 代 が 訪れ た 、 曽 操 の 魏 ・ 人 孫権 の 呉 ・ 劉 備 の 留 が 、 中 国 を 三 分 割 し 
た の で ある 。 い よい よ 三 国 志 は クラ イマ ックス を 迎え る 。 魏 ・ 呉 ・ 留 、 三 国 の うち で 
中 国 を 統一 する の は ど と か 。 

3. 英 雄 


4. 勝利 条件 すべ て の 国 を 支配 する と と 。 


貴方 が 選択 で きる 君主 
ゲー ム 開 始 時 に 所 有 し て いる 国 番号 


1、2、3、4、5、6、7、8、9、10、11、12、 
13、14、15、16、17、18、19、 20、21、22、 
23、24、25、26、27、29、30、37 


26、31、32、33、34、35、36、39、41、43、 
55、56、57、58 


23、36、40、42、44、45、46、47、48、49、 
50、51、52 





その 他 の 君主 


よう が い 
歼 聞 


(3) プレ イ 人 数 の 決定 ( 何 名 で プレ イ し ます か ? ) 


貴方 が な り た い 英 雄 を 決定 し ます 。 貴方 が な る と と が 出来 る 英雄 (君主 ) は 各 シ ナ 
リオ ど と に 3 一 8 人 と 決っ て いま す が 、 そ の 数 だ け の 人 数 で プレ イ で きま す 。1 人 
で ゲー ム を する 場合 は 1 を 、 2 人 以上 で ゲー ム を する 場合 は その 人 数 を 入力 し て くだ 
さい 。 と と で 0 を 入力 する と 、 コ ンピュータ が デモ ンス トレ ーション を 行い 、 ゲ ー ム が 
自動 的 に 進行 し ます 。 な お 、 デ モン スト レー ショ ン を 選ん だ 場合 STOP キ ー を 押す と 
と に より 自動 的 に 終了 し ます 。 もう一度 ゲー ム を し た い 時 は リセ ッ ト ポ タン を 押し て 
下さ い 。 


(4) 英雄 の 決定 (プレ ー ヤ ー nm は 、 ど の 英雄 を そら び ま す か ?) 


画面 表示 され て いる 英雄 た ちの 中 で 、 貴 方 が な り た い 英 雄 の 番号 を 人力 し て くだ 
さい 。 英雄 の 名 前 の 上 に 印 (* ) が 出 ま す 。 と れ は 、(3) で 指定 し た 人 数 分 行い ます 。 
シナ リオ に よっ て ゲー ム の イメ ー ジ が 大 分 変わ っ て きま す 。 さら 人 英雄 に は も と も 
と 強い 者 や 、 た い へ ん 不利 な 状態 に いる 者 な ど が お り 、 ど の シナ リオ の どの 英雄 に 
な る か に よっ て ゲー ム の 難し さ が 大 幅 に ちがい ます 。 後半 の シナ リオ の 曹 環 や 孫権 は 
有利 な 状態 に ちる の で 、 初 め て ゲー ム を する と き に は 彼 等 に な る と よい で し ょ う 。 文 
学 作品 『 三 国 志 』 の 主人 公 と いえ ば 劉備 で す が 、 シ ナリ オ 1. の 劉備 な ど は 、 た い へ ん 
不利 な 状態 に あり 、 彼 に 中 国 の 統一 を させ る の は 至難 の 技 と 言え る る で し ょ う 。 また 、 
文学 作品 『 三 国 志 』 の 中 で は 、 志 半ば に し て 世 を 去っ て 行っ た 英雄 に 貴方 が な り 、 そ 
の 志 を 遂げ させ る の も 、 ゲ ー ム 「 三 国 志 』 の 楽し み 方 の ひと つ で す 。 


(5) 英雄 の 各 能 力 の 決定 (英雄 の 各 要 素 を 決め ます 。 ス ペー スキ ー で 止め て 下さ い ) 
貴方 が 選ん だ 英雄 の 要素 を 決定 し ます 。 ど の 値 も 最大 値 は 100 で 、 大 きい 程 強い と 
と に な り ま す 。 各 要 素 の 持つ 意味 は 、 [ 5 ] : 武将 の 能力 の 各 値 の 意味 と 味方 を 参照 
し て くだ さい 。 
スペ ー ス キー を 押す と 値 の 変化 が 止ま り ま す 。 5 つの 値 が 決ま り ま す と 
と れ で よろ し いで すか (Y/N) ? 
と 表示 され ます の で 、 席 足 で し た ら Y を 、 不 満 で し た ら N を 押し て 下さ い 。 各 要 素 の 
決定 は 何 度 で も 繰り 返す 事 が 出来 ます 。 
(6) COMPUTER の 強 さ の 決定 (COMPUTER の 強 さ を 決め て 下さ い ) 
コン ピュ ー タ の 思考 ルー チン の 強 さ を 1 一 10 の 値 で 決め ます 。 大 きい 程 強 い の で 、 
初め て の 方 は 1 を 選択 し た 方 が よい で し ょ う 。 
(7) COMPUTER の 性 格 の 決定 (CO MPUT ER の 性 格 を 決め て 下さ い ) 


コン ピュ ー タ の 思考 ルー チン の 性 格 を 決め ます 。 1 : 好戦 的 2 : 理知 的 で す 。 好 
戦 的 を 選択 する と コン ピュ ー タ は あま り 攻 撃 力 が 充実 し て いな く て も 攻め 込ん で 来 ま 
す 。 理知 的 を 選択 する と コン ピュ ー タ は じっくり 力 を 蓄え よう と し ます 。 理知 的 な 方 
が コン ピュ ー タ 同志 で 潰し 合う こと が 少な く な っ て し まう の で 、 ゲ ー ム が 難し く な っ 
て し まい ます 。 


(8) 戦闘 画面 の 選択 (COMPUTER 同 志 の 戦 闘 を HEX 画面 で 見 ます か ?) 
コン ピュ ー タ の 担当 する 英雄 同志 が 戦闘 を 始め た 場合 、 そ れ を HE X 画 面 で みる か 


それ と も MA IN 画面 の 上 で 終ら せ て し まう か 、 を 選択 し ます 。 MA I N 画 面 の 上 で 
終ら せ て し まう と 待ち 時 間 が 少な く な っ て よい の で す が 、 戦 闘 は 必ず その ター ン で 、 
終っ て し まい 、 し か も 勝敗 に 地形 的 な 要素 が 加味 され な いと と に な り ま す 。 じ っ くり 
ゲー ム を 楽し む な ら 戦 闘 を HE X 画 面 で 見 て 、 普通 に ゲー ム を 楽し か な ら (と は 言っ て 
も 何 日 も か か る で し ょ う ) MA I N 画 面 上 で 終ら せ て し まう の が よい で し ょ う 。 


(9) 各 条 件 の 確認 (全て よろ し いで すか (Y/N) ?) 


以上 の 事柄 を 決定 し て 来 ま し た が 、 変 更 し た いと と ろ が あれ ば 元 区 戻る と と が 出来 
ます 。 と と で Y を 押す と ⑪ に 行き ます 。 


(0 ) 全 条 件 の 最終 決定 ( 何 を 決め 直し ます か ?) 
(9) で N を 押し た 場合 、 何 を 決め 直す か 聞い て 来 ます 。 


1.: シナ リオ (1) に 戻り ます 。 
2 : 英雄 (3) へ 戻り ます 。 
3 : 私 の 強 さ (6) へ 戻り ます 。 
4 : 決め 直さ な い も と に 戻ら ず 、⑪ へ 進み ます 。 


(11) ゲー ム ス タ ー ト (それ で は 始め まし ょ う 。 何 か キ ー を お し て くだ さい ) 


何 か キ ー を 押す と ゲー ム 開 始 と な り MA I N 画 面 が 表示 され ます 。 それ で は いよ い 
よ 本 当 に ゲー ム を 始め まし ょ う 。 


[4 ] : 国 状態 の 各 値 の 意味 と 見 方 


貴方 の 順番 が 回 っ て 来る と 画面 右側 貴方 の 領地 の 状態 が 表示 され ます 。 画面 左側 
に は その 国 の 位置 で その 国 の 番号 が 点滅 し て いま す 。 以下 に 国 の 状態 の 見 方 を 説明 し 
ます 。 













| 2 | 君 主 | 英雄 で あり 、 そ の 国 の 持 主 
その 国 の 導 治 者 
軍 資 全 放 え られ て いる お お金 
甘え られ て いる 食料 
商人 か ら 借 り た お 金 
その 国 の 商人 の 金利 
相 米 の 値段 
属し て いる 州 と 通し 番号 





保有 する 鉄鉱 石 の 量 


洪水 が 起こ る 確率 


并 | 佐 | 雅 
3 
| 


民 の 貴方 へ の 忠誠 度 
配下 の 武将 
兵士 数 の 合計 

誰 に も 属さ な い 武 将 


1. 命 令 者 曹操 予 帰 一 13 195 年 1 月 

命令 者 曹操 ( 例 ) と は 、 即 ち 貴 方 の 事 で す 。 多 人 数 で ゲー ム を し て いる と き に 
は 、 と の 命令 者 を 見 て 、 誰 の 順番 か 見 分 け て くだ さい 。 

予 州 -13 は 現在 命令 中 の 国 の 属し て いる 州 と 、 通 し 番号 で す 。 州 は 14 あ り 、 ど の 
州 に 属し て いる か に よっ て 、 そ の 国 の だ いた い の 土 地 柄 が わか り ま す (命令 6 : > 
様子 を 見 る て の 4 、 州 別 地図 参照 )。 


2 君主 : 曹操 
君主 と は 英雄 の こと と で 、 そ の 国 の 持 主 で す 。 と れ は 最初 命令 待ち に な っ た と き は 


命令 者 と 同じ で す が 、 命 令 6 : > 様子 を 見 る ぐ で 他 の 君主 の 領地 の 様子 を 見 て いる 
と き に は 、 命 令 者 と は 違っ た 者 に な り ま す 。 


3 太守 : 曹仁 
太守 : 曹仁 ( 例 ) と は 、 そ の 国 の 統治 者 で す 。 太守 は その 国 に いる 配下 の 武将 の 


中 か ら 自 動 的 に 選ば れ ま す 。 君 主 が その 国 に いる と き は 必ず 君主 が 太守 と な り ま す 。 
君主 が いな いと き は 配下 の うち カリ スマ 性 と 君主 へ の 忠誠 度 の 大 きい 者 が 太守 と な 
り ま す 。 太守 が 敵 に 寝返る と 、 そ の 国 は 敵 の も の と な っ て し まい ます の で 、 太 守 と 
な っ て いる 者 の 員 方 へ の 忠誠 度 に は 注意 が 必要 で す 。 
また 、 命 令 17 : > 委任 解任 く で その 国 を 太守 に 任せ た 場合 、 太 守 の 横 に 
* 委任 * 
と 表示 され ます 。 


4 軍資金 

その 国 に 著 え られ て いる お 金 で す 。 和 軍資金 と は 言っ て も 開発 や 洪水 対策 な ど に も 
使用 され る の で 、 そ の 地方 の 国家 予算 と いえ ます 。 毎年 秋 の 初め 、 即 ち 6 月 か ら 7 
月 の 間 に 税 金 が 徴収 され 、 軍 資金 が 増え ます 。 徴収 され る 量 は その 国 の 経済 力 に よ 
り ま す 。 即ち 城 の 数 、 人 口 、 土 地 の 価 値 、 民 忠誠 度 が 大 きい と 、 収 入 が 多く な り ま 
す 。 軍資金 が 尽き さる と 、 は ほとん ど 命 令 の 実行 が で き な く な り 、 軍 資金 0 の と き に 攻 
め 込 まれ た りす る と 、 1 ター ン の 間 し か 持ち と た えら れ な い の で 、 は ば 確実 に 敗走 
する と と に な り ま す 。 


5 兵 福 
その 国 に 蓄え られ て いる 食料 で す 。 軍 資金 と 同じ く 毎 年 秋 に 税 と し て 民 か ら 徴 収 
され ます 。 徴収 され る 区 は その 国 の 生産 力 に より ます 。 即ち 人 口 、 土 地 の 価値 、 民 
忠誠 度 が 大 きく 、 洪 水 確率 が 小さ いと 収入 が 多く な り ま す 。 兵糧 0 の と き に 攻め 込 
まれ る と 、 軍 資金 と お な じ で 1 ター ン の 間 し か 持ち と た えら れ ま せん 。 戦闘 中 に は 
兵糧 は どん どん 消費 され て いく の で 、 つ ね に ある 程度 の 量 を 保持 し て お くべ き で 

し ょ う 。 


6 借 金 
命令 16 : > 取り 引き ぐ で 商人 か ら 借 り た お 金 で す 。 商 人 か ら の 借金 は 毎 季節 利子 
が 付い て 増え て いき ます 。 借金 は と の 他 に 命令 15 : > 外交 交渉 ぐ で 他 の 君主 か ら 借 
り た も の が あり 、 そ ちら の 方 は ど と に も 表示 され な い の で 、 員 方 自身 で 覚え て お く 
必要 が あり ます 。 な お 、 秋 に な る と 借金 は 自動 的 に 返済 され ます が 、 払 えな い 場 合 
は 翌年 に 持ち 趣 さ れ ま す 。 


7 金 利 

その 国 の 商人 の 金利 で 、 毎 年 春 に 各国 びと に 決め られ ます 。 と の 値 が 大 きい と 、 
商人 か ら 借 金 の 利子 が 多く な り ま す 。 ま た 、 米 の 相場 も 、 と の 値 を 参照 し て 決定 さ 
れ ま す 。 な お 、 外 交 交 渉 に よる 君主 か ら の 借金 に は 利子 は つき ませ ん 。 


8 相 場 
その 国 の 米 の 値段 で す が 、 金 1 で 買う 事 の 出来 る 米 の 量 を 表し て いま す の で 、 と 
の 値 が 大 きい 程 、 米 は 安い 事 に な り ま す 。 


※ 以 上 は その 国 が 誰か の 持物 で あっ た と き に 表示 され る も の で す 。 そ の 国 を 未だ 誰 


も 支配 し て いな い 場 合 、 空 白地 と 表示 され ます 、 中 国 大 陸 の 地図 上 で は 、 空 白地 
は 白く 塗ら れ ま す 。 


9 予 州 一 13 ( 例 ) 
現在 各 値 が 表示 され て いる 国 の 州 と 通し 番号 で す 。 


10. 城 の 大 き さ 

中 国 に お いて は 城 三 町 で あり 、 城 の 大 き さ は 町 の 大 き さ も 表す の で 、 そ の 国 の 経 
済 力 の 大 事 な 指 標 で す 。 城 が 大 きい 程 、 秋 の 税金 の 徴収 量 が 増え ます が 、 城 か ら の 
徴税 量 は 不安 定 で す 。 城 の 大 き さ は HE X 画 面 に お いて は 城 を 示す マス 目 の 数 と し 
て 表れ ます 。 城 の 大 き さ は 命令 13 : > 築城 く で 増やす こと が 出来 ます 。 


11. 美 女 の 数 
その 国 の 城 に いる 美女 の 数 で す 。 美女 は 命令 5 : ン 人材 登用 べ で 武将 を 登用 す 
る と き 、 武 将 へ の 贈物 と し て 使わ れ ま す 。 最初 、 美 女 の 数 は どの 国 で も 0 で 略奪 に 
よっ て し か 手 に 入り ませ ん 。 また 、 国 に よ っ て は 美女 が 全く いな いと と ろ も あり 、 
そう いう と こと ろ で は 略 疾 を 行っ て も 美女 は 手 に 入り ませ ん 。 


12 馬 の 数 
その 国 に いる 馬 の 数 で す 。 美女 と 同じ く 武 持 を 登用 する と き 、 武 持 へ の 贈物 と し 
て 使わ れ ま す 。 馬 の 数 は 増え る と と は あり ませ ん 。 


13 鉄 保有 量 
その 国 が 保有 する 鉄鉱 石 の 重 で す 。 鉄 は 命令 16 : > 取り 引き ぐ で 武器 を 作る 
と き に 必要 で す 。 最初 、 鉄 保有 量 は どの 国 も 0 で 、 命 令 11 : > 捜索 で 発見 し 
な けれ ば な り ま せん 。 鉄 を 全く 産出 し な い 国 も ある の で 、 州 地図 の 説明 文 を よく 読 
ん で くだ さい 。 


14 土地 の 価値 
その 国 の 農業 生産 力 を 表し ます 。 こ の 値 は 、 秋 の 兵糧 の 徴収 量 に 関係 する だ け で 
な く 、 税 金 の 徴収 量 に も 関係 し ます 。 こ と の 値 の 最大 値 は 200 で 、 命 令 9 : > 開発 ぐ 
で 上 昇 さ せる と と が 出来 ます 。 


15 洪水 確率 
その 国 を 洪水 が 租 う 確率 で す 。 中 国 に は 揚子江 と 黄河 と いう 大 河 が あり 、 夏 に は 
洪水 が 発生 し ます が 、 洪 水 確率 が 高い と 被害 を 受け る 危険 性 が 高く な り ま す 。 洪水 
確率 は 命令 8 : > 洪 水 対策 に よっ て 治水 工事 を 行う こと に より 小さ く な り ま 
す 。 また 、 も と も と 大 河 の な い 国 で は 洪水 確率 は 0 で 変化 し ませ ん が 、 大 河 の ある 
国 で は 夏 に 洪水 確率 が 3 ずつ 上 昇 し 、 洪 水 の 被 害 を 受け る と さら に 上 昇 し て し まい 
ます 。 


16 人 口 
その 国 の 民 の 数 で す 。 人 口 に は その 国 に いる 兵士 の 数 は 含ま れ ま せん 。 人口 は 生 
産 力 に 直結 し 、 人 口 が 少な いと 秋 の 税金 や 兵種 の 後 収量 が 少な く な り ま す 。 人口 は 
春 に 20 多 増 えま す が 、 命令 5 : ン 人 材 登用 べ で 兵士 と し て 雇う と その 分 犬 少し 
ます 。 


17 民 忠 誠 度 
その 国 の 民 の 貴方 へ の 忠誠 度 で す 。 民 の 忠誠 度 が 低い と 生産 力 が 落ち 、 疫 病 な ど 
も 発生 し や すく な り ま す 。 ま た 、 極 端 に 民 忠 誠 度 が 低い と 住民 反乱 と いう 悲惨 な 事 
態 に 陥り ます 。 民 忠誠 度 は 災害 が 発生 し た り 、 臨 時 徴収 や 略奪 を し た り 、 外 交 交 渉 
で 土地 を 交換 し た りす る と 下がり ます 。 さ ら に 、 季 節 の 変わ り 目 に は 、 民 忠誠 度 は 
少し ずつ 低下 し て いき ます 。 命令 7 : > は どこ と しく ぐ で 民 に ほど と し を する と 上 
が っ て 、 そ の 最大 値 は 100 で す 。 


18 現役 武将 
その 国 の 持 主 で ある 君主 の 配下 の 武 持 で 、 そ の 国 を 守っ て いる 者 た ちの 数 で す 。 
ー つ の 国 に 居る 事 の 出来 る 現役 武将 の 数 は 最大 で 28 人 ま で で す 。 一 つの 国 に あま 
り た くさ ん の 武将 を 配置 し て お く の は 得策 と は 言え ませ ん 。 多く て も だ いた い 15 人 
ぐら い に し て お く の が よい で し ょ う 。 


19 全 兵 士 数 
兵士 は 武将 1 人 々 々 が 何人 か 持っ て お り 、 全 兵士 数 と は 現役 武将 が 持っ て いる 兵 
士 数 の 合計 で す 。 その 国 の 戦力 を 最も 直接 的 に 表す 値 で す 。 兵 士 数 は 人 材 登用 で 兵 
士 を 雇う と 増え 、 災害 や 戦闘 に よっ て 減少 し ます 。 


20 在野 武将 
武将 に は 、 君 主 の 誰か に 所 属し て いる 者 と 、 誰 に も 属し て いな い 者 が いま す 。 在 
野 武 持 と は 誰 に も 属し て いな い 武 将 の と と を 言い ます 。 また 、 在 野 武 持 の 中 で も 、 
すでに その 存在 が 世に 知ら れ て いる 者 と 、 ま だ 誰 に も 発見 され ず に 潜ん で いる 者 が 
いま す 。 と と に 表示 され て いる の は 、 と の 国 に いる 、 す で に 発見 され て いる 在野 武 
将 の 数 で す 。 ま た 、 ま だ 発見 され て いな い 在 野 武 持 は 、 命令 11 : > 捜索 < で 捜 
し 出し ます 。 三国志 に お いて は 、 戦 争 を する に も 、 領 地 を 拡大 する に も 、 多 く の 武 
将 が 必要 で す 。 自分 の 領地 に いる すでに 発見 され て いる 在野 武将 は 、 一 番 安全 に 登用 
出来 る 武将 で す の で 、 在 野 武 持 が 多く 居る 国 は 、 大 き な 力 を 秘め て いる と 言え ます 。 


[5] : 武 持 の 能力 の 各 値 の 意味 と 見 方 


命令 6 : 様子 を 見 る ぐ で 武将 の 能力 を 見 た 場合 や 、 放 浪 中 の 貴方 に 順番 が 回 っ 
て きた 場合 、 武 将 の 能力 が 表示 され ます 。 以下 に その 意味 と 見 方 を 説明 し ます 。 





1 年 ”前 

全て の 武 持 に は あら か じ め 寿 命 が 決 め ら れ て いま す 。 年 齢 の 高い 武将 は 、 春 に 不 
慮 死 を と げ る 可能 性 が あり ます 。 各 武 持 の 寿命 は 文学 作品 『 三 国 志 』 を 参考 に 決め 
られ て いる の で 、 若 くし て 死ん で し まう 者 も いま す 。 寿命 は ど と に も 表示 され ま 
せん 。 


2. 身 体 
普段 の 戦略 (MA I N 画 面 )、 戦 術 (HE X 画面) に は 余り 影響 は あり ませ ん が 、 
春 に 武 持 の 寿命 を 調べ る と き と の 値 が 小さ いと 死亡 する 確率 が 高く な り ま す 。 疫病 
が 発生 する と と の 値 が 減少 し ます 。 ま た 、 寿 命 が 近づい て くる と と の 値 が 急激 に 減 
少し 、 死 に 至り ます 。 最 大 値 は 100 で す 。 


3. 知 カ 
武将 の 知力 は 、 全 て の 戦略 、 戦 術 を 通し て 、 そ の 成功 率 や 成果 に 影響 する 、 大 変 


重要 な 値 で す 。 知力 の 高 さ が 、 そ の 武将 の 価値 に 比例 する と いっ て よい で し ょ う 。 
知力 は 命令 7 : > は ほ は どこ と し ぐ で 武将 に 書物 を は ど と す と と に より 、 少 し ずつ 増 
や す と と が で きま す 。 最大 値 は 100 で す 。 


4. 武 カカ 
特に 戦術 上 で 重要 な 値 で す 。 戦 闘 に な お いて は 、 当 然 の こと な が ら 武 力 の 高い 武将 
が 有利 な の で す 。 武力 は HE X 上 で 敵 を 倒す と 向上 し 、 敵 に 捕らわれ る と 減少 し ます 


5. カ リス マ 
カリ スマ は 武将 の 登用 や 外交 交渉 な ど に お いて 、 そ の 成功 率 や 成果 に 影響 し て き 
ます 。 特に 支配 者 と し て 、 カ リス マ 性 は 大 変 重要 で す 。 吐 方 は 君主 と な り 、 人 を 動 
か す の で すか ら 、 貴 方 の と の 値 は あら ゆる も の に 影響 し て 来る と 言え ます 。 カリ ス 
マ は 略 暮 を し た り 、 外 交 交 渉 で 娘 を 殺さ れ た りす る と 下がっ て し まい ます 。 な お 、 
君主 の カリ スマ は 、 民 に 米 を 5000 以 上 ほど と し 、 米 の 残 り が 100 未満 と な っ た と き の 
み 向 上 し ます 。 


6. 運 勢 
人 間 の カ で は どう に も な ら な い 事 も ある で し ょ う 。 し か し 、 そ の よう な 時 で も 、 
運 の 強い も の は 生き 残っ て いく 事 が 出来 る の で す 。 


7. 経 験 

経験 度 は 、 ど の 武 持 も 最初 は 0 で す 。 そ の 武将 を 何 か の 仕事 に 使う と 経験 度 は 上 
昇 し ます 。 経験 度 は 、 知 力 と 同じ 扱い を 受け る (知力 と 経験 の うち 大 きい 方 の 値 が 
使わ れる ) 場合 が あり 、 知 力 の 低い 武 持 で も 、 い ろ い ろ な 命令 に 使い 、 経 験 を 積ま 
せる こと と に よっ て 優れ た 武将 に 育て る と と が 出来 ます 。 


8. 君 主 で ある 

文字 通り その 武 持 は 君主 で あり 、 英 雄 で す 。 と の と き は その 武将 の 娘 の 数 が 表示 
され ます 。 と の 娘 た ち は 、 外 交 交 沙 に お いて 政略 結 娠 の た め に 敵 の 英雄 の も と へ 嫁 
が せる と と が 出来 ます 。 


9. 曹 操 由 配 下 

現役 の 武 持 で す 。 と の と き に は その 武将 の 所 属し て いる 君主 へ の 中 識 度 が 表示 さ 
れ ま す 。 忠 誠 度 の 低い 武将 は 敵 に 寝返り や すい の で 、 注 意 が 必要 で す 。 君 主 へ の 忠 
誠 度 は 、 武 香 に ほど と し を する と と に よっ て 増やす て と と が で き 、 そ の 最大 値 は 100 
で す 。 


10. 在 野 の 士 で ある 
在野 の 武 持 で す 。 


11. 予 州 一 13 
その 武 持 の いる 国 を 表し ます 。 


12. 兵 士 数 
その 武将 の 持っ て いる 兵士 数 で す 。 兵 士 は 武 持 が 各々 管理 し て お り 、 武 将 が 移動 


する と みん な 付い て 行き ます 。 武将 が 戦争 に 行く と 一 緒 に 出陣 し 、 武 持 と 共に 戦い 
ます 。 戦 闘 で 損害 が 出る と 兵士 の 数 が 減っ て ゆき ます 。 兵士 数 は 人 材 登用 で 兵士 を 
雇う と 増え 、 武 将 一 人 で 最大 の 20000 の 兵 を 持つ 事 が 出来 ます 。 


13. 兵士 忠诚 度 
その 武将 の 持っ て いる 兵士 の 、 そ の 武将 に 対す る 忠誠 度 で す 。 武将 に ほど こし を 
する と 、 と の 忠誠 度 も 向上 し ます 。 武将 の 、 君 主 に 対す る 忠誠 度 と は 別 の も の で す 。 


14. 兵 士 能 カ 
兵士 の 総合 的 な 能力 で す 。 戦 闘 に お いて 重要 な 値 で す 。 と の 値 が 大 きい と 、HE 
X に お ける 機動 力 な ど が 大 きく なり 、 攻 撃 に お いて も 味方 の 損害 が 少な く な り ま す 。 
命令 10: > 兵士 を 鍛え る ぐ で 増やす 事 が 出来 ます 。 


15. 兵 士 武装 度 
兵士 の 持つ 武器 の 量 で す 。 兵士 の 武装 度 を 上 げ る に は 、 ま ず 命令 11 : > 捜索 ぐ 
で 鉄 を 見 つけ 、 次 に 命令 16 : > 取り 引き ぐ で 鍛冶 屋 を 呼び 出し て 武器 を 作っ て 
も ら う 必要 が あり ます 。 兵士 の 武装 度 が 高い と 攻撃 に お いて 有利 と な り ま す が 、 機 
動力 は 小さ く な っ て し まい ます 。 
兵士 忠誠 度 、 兵 士 能力 、 兵 士 武 装 度 の 各 最大 値 は 100 で す 。 


16. 水 軍 扱 える / 水軍 扱え ず 
その 武将 に 水軍 を 扱う 能力 が な ある か どう か で す 。 HE X 画 面 に お いて 、 部 隊 を 移 
動 さ せ 、 河 や 湖 や 海 を 渡る と き 、 必 要 な 機動 力 が 違っ て きま す 。 
以下 の 表示 は 武 持 が 君主 で あっ た 場合 に の み 表 示さ れ ま す 。 


17. 玉 工 を 持っ て いる 
中 国 の 天子 で ある 証 の 宝物 、 玉 田 を 持っ て いる と 、 こ と これが 表示 され ます 。 
玉 湯 を 持っ て いる と 、 配 下 の 武 将 達 が 裏切り の に くく な り 、 ま た 、 武 将 の 登用 が し 
や すく な り ま す 。 し か し 、 玉 型 は すべ て の 英雄 が 欲し が っ て いる た め 、 玉 路 を 持っ 
て いる と 敵 に 攻め 込ま れ や すく な り ま す 。 
18. 貴 方 へ の 敵対 心 
と の 英雄 が 貴方 に 対し て どれ だ け の 敵対 心 を 持っ て いる か を 示し ます 。 堪 対 心 
が 大 きい と その 英雄 の 持っ て いる 国 は 貴方 の 持っ て いる 国 に 攻め 込ん で くる 可能 
性 が 大 きく な り ま す 。 
敵対 心 は 貴方 が その 英雄 に 対し て 「 悪 い 事 」 例 えば 攻め 込ん だ り 、 武 持 を 引き 
抜い た りす る と 増大 し 、 外 交 交 閉 で 贈物 を し た り 、 娘 を 嫁 に や っ た りす る と 減少 
し ます 。 
敵対 心 は 0 ~ 100 の 値 を と り 、10 未 満 の と き は その 英雄 の 国 が 攻め 込ん で 来る 
と と は あり ませ ん 。 
さら に 敵対 心 が 0 の と き は 、 そ の 英雄 に 対し て 、 命 令 15 : > 外 交 交 疙 C に お 
いて 、 土 地 を 要求 する と と が 出来 ます 。 即 ち 金 10000 また は 玉 環 を 贈る か 、 娘 を 
嫁 に や る と と に よっ て 、 そ の 英雄 の 持っ て いる 国 の うち の 一 つ を 自分 の 領地 と す 
る と と が 出来 ます 。 
19. 貴 方 へ の 責 献 度 
と の 英雄 が 貴方 に 対し て どれ だ け 綱 献 し て きた か を 示し ます 。 頁 献 度 が 100 に 


達する と 、 そ の 英雄 は 貴方 に 対し て 土地 を 要求 し て くる 場合 が あり ます 。 土地 を 
要求 され る と 貴方 は それ を 断る と と は 出来 ず 、 貴 方 の 持っ て いる 国 の うち どれ か 
ー つ を その 英雄 に 与え 、 そ の 国 に いた 武将 達 を 周辺 の 目 分 の 領地 か 空白 地 へ 引き 
上 げ な けれ ば な り ま せん 。 

貢献 度 は 、 外 交 交 渉 に よっ て 敵 か ら 贈 物 を 受け た り 、 娘 を 嫁 に ちら っ た りす る 
と 上 昇 し ます 。 


20. 貴 方 の 娘 が 妻 
貴方 が 外交 交渉 に よっ て その 英雄 に 娘 を 嫁 が せ て いる 場合 に 表示 され ます 。 
娘 が 嫁 に 行っ て いる 英雄 の 持っ て いる 国 に 攻め 込ん だ 場合 に は 、 貴 方 の カリ ス 
マ 性 や 民 忠 誠 度 が 低下 し て し ま う の で 注意 が 必要 で す 。 


(6〕: イベント 
1. 季節 処理 ( 主 な も の ) 
(1) 春 


武 持 の 寿命 が 調べ られ 、 身 体 に 影響 を 及ぼし ます 。 身 体 値 の 低い 武 持 は 死亡 し ま 
す 。 戦争 中 の 国 で 総 大 持 が 病死 する と 配下 の 武将 は 全員 在野 に 下っ て し まい ます 。 


(2) 秋 


税収 が あり ます 。 
武 持 、 兵 士 に 給与 が 支払 われ ます 。 と こと で 支払 い が 出 来 な いと 、 忠 誠 度 の 低い 武将 
は 貴方 の も と を 去り 、 在 野 に 下っ て し まい ます 。 


2. 炎 害 
『 三 国 志 』 で は 次 の 5 つの 人 災害 が 各 季 節 の 初め に 発生 する と と が あり ます 。 


(1) 洪 水 
毎年 夏 、 揚 子 江 、 黄 河 の 流域 で 洪水 が 発生 し ます 。 兵 士 数 、 人 口 が 減り 、 土 地 の 
価値 、 民 忠誠 度 、 洪 水 確率 が 悪化 し ます 。 洪 水 確 率 を 下げ る と と に より 、 防 ぐ と と 
が で きま す 。 


(2) 疫 病 
年 間 を 通じ て 疫病 が 発生 し ます 。 特 に 寒い 冬 に は 、 疫 病 の 発生 する 確率 が 高く な 
り ま す 。 兵士 数 、 人 口 、 民 忠誠 度 、 武 将 の 身体 度 が 低 化し ます 。 住民 の 忠誠 度 が 高 
いと 発生 し に くく な り ま す 。 


(3) 地 震 
いつ で も どこ と で も 発生 し 、 防 ぐ 事 が 出来 ませ ん 。 ど ご どく た また 大 地震 が 発生 する と 
と が あり 、 そ の と き に は 城 が 崩れ 、 武 持 が 死亡 する と と が あり ます 。 


(4) いな ご 
春 か ら 秋 に か け て 発生 し 、 防 ぐ 事 が 出来 ませ ん 。 兵 士 数 、 人 口 、 土 地 の 価値 、 民 
忠誠 度 、 そ の 他 の 状態 が 大 幅 に 悪化 し 、 さ ら に 、 い な どの 大 和 群 は 次 の 季節 に な る と 
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発生 し た 国 の 周辺 諸国 に 広がっ て 行き ます 。 冬 に な る と 、 い な ご は 死滅 する の で 和 被 
寄 は お さま り ま す が 、 春 に いな ご が 発生 する と その 被害 は 英 大 な も の と な り 、 最 も 
恐ろし い 災 害 と な り ま す 。 例 外 と し て 、 洪 水 が 同時 に 発生 する と 、 い な ご ど は 死滅 し 
その 季節 の みい な ご の 被害 を 免れ る て と と が 出来 ます 。 


(5) 住民 反乱 
民 忠 誠 度 が 低い と 、 住 民 の 反乱 が 起こ と る 事 が あり ます 。 特 に 、 臨 時 徴収 や 略 故 を 
し て いた り 、 災 害 が 発生 し た りす る と 反乱 の 起 と る 可能 性 が 高く な り ま す 。 反 乱 が 
発生 する と 、 武 力 の 高い 武 持 は 逃げ て 在野 に 下り 、 武 力 の 低い 武将 は 捕らえ られ て 
殺さ れ て し まい ます 。 そ の 国 は 空白 地 と な り ま す が 、 民 忠誠 度 は 0 に な り 、 治 め に 
くい 土地 と な り ま す 。 


[ 7 〕 : 戦略 時 (MAIN 画面 ) に お ける 命令 
命令 は 番号 で 入力 し ます 。[ RET] の み を 押す と 命令 表 が 表示 され 、 0 を 押し た の 


ち 、[ RET] を 押す と 国 状 態 が 表示 され ます 。 一般 に 命令 の 途中 で [RET] の み を 入 
力 す る と その 命令 の 実行 を と りや め 、 新 た な 命令 待ち と な り ま す 。 





①④ 全 58 国 の 白地 図 で す 。 

② 現在 命令 中 の 君主 と 国名 、 及 び 、 現 在 の 西暦 が 表示 され ます 。 

その 国 の 状態 が 表示 され ます 。 武 持 を 見 る 事 に より 武将 の 状態 が 表示 され ます 。 
④ 命令 入力 、 及 び 会 話 文 が 表示 され ます 。 











動 
を 
武将 、 兵 士 を 選 う 
6 | 様子 を 見 る | 各国 の 様子 を 見 る 
民 、 武 将 に 金品 を 与え る 
| 8 | 洪水 対策 | 洪水 確率 を 下げ る 
| 9 | 開 発 | 生産 能力 を 高め る 
兵士 の 能力 を 向上 させ る 
略 每 
策 城 城 を 建設 する 
密 計 
交 交 水 
委任 解任 
な に も し な い 1 ヵ月 が 過ぎ る 
そ の 


命令 1 : > 移動 く 


武 持 を 、 隣 接し て いる 戦争 中 で な い 自 分 の 領地 また は 空白 地 へ 移動 させ ます 。 空 
白地 へ 移動 させ た 場合 その 国 は 自動 的 に 自分 の 領地 と な り ま す 。 

武 持 を 移動 させ る と 、 配 下 の 兵士 た ち も 一 緒 に 移動 し ます 。 冬 に 移動 させ る と 、 
兵士 の 何 割か が 寒さ で 凍死 し て し まい ます 。 

また 、 武 持 を 移動 させ る と き 、 軍 資金 と 兵種 を 持た せる と と が 出来 る の で 、 軍 次 
金 や 兵糧 を 安全 に 隣国 へ 輸送 する と と が 出来 ます 。 


命令 2 : > 戦争 


隣接 敵国 へ 攻め 込み ます 。 その 国 が 戦争 中 で な いな ら ば 、 画 面 は HE X に な り ま 
す 。 そ の 国 に すでに 自分 の 軍 が 攻め 込ん で いる か 、 ま た は 敵 (に 攻め 込ま れ て 戦争 中 
で ある な ら ば 、 援 軍 を 送り 込む と と に な り 、 そ の 月 の MA I N 画 面 上 の 命令 処理 が 
全て 終っ た 後に HE X 画 面 と な り ま す 。 ま た 、 他 国 同志 が 戦争 中 の 国 に は 攻め 込む 
事 は 出来 ませ ん 。 

戦争 中 で な い 国 へ 戦争 に 行く と き に は 総 大 持 を 決め ます が 、 総 大 将 が 倒さ れ た り 
敵 に 寝返っ た りす る と 貴方 の 負け と な る の で 、 総 大 持 に は 信頼 の 置け る 者 を 選ん で 
下さ い 。 な お 、 君 主 が 自ら 戦争 に 赴く と 必ず 君主 が 総 大 将 と な り ま す 。 

HEX 画面 で は 、 1 ケ月 が 10 ター ン で 、 1 ター ン に つき 軍資金 を 全 兵 士 数 の 20000 
分 の 1 、 兵 糧 を 全 兵士 数 の 200 分 の 1 消費 し ます 。 軍 資金 また は 兵糧 の 尽き た 軍 は 
負け と な り ま す の で 、 攻 め 込 む 時 に は 十分 な 軍資金 、 兵 糧 を 持っ て 行っ て 下さ い 。 
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戦争 が 1 ケ月 で 終ら な い 場 合 、 戦 争 は その 次 の 月 に まで 持ち 越 さ れ ま す 。 従っ て 
戦争 中 の 国 で は 軍資金 、 兵 糧 が どん どん 消費 され て いき ます の で 、 そ れ を 補給 する 
た め に も 援軍 を 送り 込む 必要 が あり ます 。 し か し 、 1 つの 国 に 攻め 込む と と の 出来 
る 武将 の 数 は 合計 で 10 人 まで と 決っ て いま す の で 、10 人 武将 を 送り 込ん で し まう と 
それ 以上 援軍 を 送る 事 が 出来 な く な り ま す 。 と の 場合 に は 、HE X 画面 で の 命令 中 
人 疲れ た 武将 を 退却 させ て くだ さい 。 


命令 3 : > 輸送 < 


軍資金 、 兵 得 を 戦争 中 で な い 上 自国 の 領地 へ 輸送 し ます 。 戦争 中 の 国 に 送る に は 、 
命令 2 : > 戦争 く を 用 いて 援軍 を 送っ て 下さ い 。 と の 命令 は どん な に 遠い と と ろ 
へ で も 輸送 出来 ます が 、 武 持 が 伴っ て いく 訳 で は な い の で 、 輸 送 の 途中 で 、 敵 や 山 
賊 に 豚 わ れる 危険 が あり ます 。 特 に 運ぶ 量 が 多い と き や 、 隣 接 国 で な い 国 に 運ぶ と 
き に は 危険 性 が 増し ます 。 隣接 国 に 運ぶ な の で あれ ば 命令 1 : > 移動 く を 用 いて 
武将 に 持た せる の が よい で し ょ う 。 

北方 の 国 で は 冬 に は と の 命令 を 使う 事 が 出来 ませ ん 。 ま た 、 北 方 の 国 に 運ぶ 事 も 
出来 ませ ん 。 


命令 4 : > 臨時 徴収 く 


財政 難 に 陥っ た 場合 、 臨 時 に 税 を 徴収 する 事 が 出来 ます 。 通 常 税収 と 重なる 秋 に 
は て と の 命令 を 使う 事 は 出来 ませ ん 。 ま た 年 1 回 し か 行う と と が 出来 ませ ん 。 住民 
の 忠誠 度 が 城 少 し ます の で 、 注 意 が 必要 で す 。 


命令 5 : 人 材 登用 ぐ べ 
1. 


武将 の 登用 

在野 の 武将 を 登用 し た り 、 他 の 君主 に 所 属し て いる 現役 の 武 持 を 引き 抜い た り 
し ます 。 太守 と な っ て いる 武 持 の 引き 抜き に 成功 する と 、 そ の 国 は 自分 の も の と 
な り 、 そ の 国 に 居る 他 の 武 持 の 内 忠誠 度 の 低い 者 も 貴方 の 配下 と な り ま す 。 し か 
し 、 前 の 君主 へ の 忠誠 度 の 高かっ た も の は 在野 に 下り ます 。 さ ら K 現 在 戦闘 中 の 
敵 武 持 を 登用 し て 味方 に 付け て し まう 事 も 可能 で す の で 、 強 力 な 防衛 手段 と も な 
り ま す 。 

と の 命令 は 君主 の 居る 国 か らし か 用 いる と と が で きま せん 。 登用 に 成功 する と 
その 武将 の いた 国 が 自分 の 領土 だ っ た と き は 、 その 国 の 現役 武 持 と な り ま す が 、 
空白 地 や 他 の 君主 の も と に いた 武 持 は 、 君 主 の いる 国 に や っ て 来 ま す 。 

優れ た 武将 を 登用 する た め に は 、 相 手 の 弱 点 を 突く 贈物 を する と こと で す 。 

1.: 手紙 を 書く 
費用 が 全く か か り ま せん が 、 登 用 で きる 可能 性 は 低い で す 。 
2 : 金 を 贈る 
知力 の 低い 武将 に 効果 が あり ます 。 
3 : 名 馬 を 贈る 
カリ スマ 性 の 低い 武 持 に よく 、 武力 の 高い 武将 に は 特に 効果 が あり ます 。 
4.: 女 を 贈る 
武力 が 高く 、 知 力 が 低い 武 持 に 喜ば れ ま す 。 し か し 、 女 は 略 稚 に よっ て し か 
手 に 入り ませ ん 。 
5 : 自ら 出向 く 
武力 が 低く 、 知 力 の 高い 武 持 を 手 に 入れ る に は 、 一 番 効果 が あり ます 。 し か 
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し 、 自 分 の 領地 以外 の 場所 に 出向 く と き は 、 敵 に 捕まっ て し まう 可能 性 が あ 
り ま す 。 
現役 の 武将 を 引き 抜く に は 、 そ の 武将 の 君主 へ の 忠 護 度 が 低い と と が 絶対 条件 
で ゆ 。 


2. 兵士 を 雇う 
住民 の 中 か ら 兵 士 を 雇い 自分 の 配下 の 武将 ちる い は 自分 自身 に 所 属さ せま す 。 
武将 が 持つ と と の 出来 る 兵士 の 最大 値 は 20000 人 な の で 、 所 属さ せよ うと する 武 
将 が すでに 多く の 兵士 を 持っ て いる と 、 兵 士 は 少し し か 雇 え ませ ん 。 
兵士 を 100 人 雇う の に 軍資金 10 と 兵糧 100 が 必要 で す 。 ま た 、 人 口 が 全 兵 士 数 
に 比べ て 少な いと き に は 、 兵 士 を 雇う と と は 出来 ませ ん 。 


3. 再編 成 
その 国 に いる 全 兵 士 を 現役 武将 達 に 新た に 振り 分 け ま す 。 ま ず 、 兵 士 を 少な く 
し た い 武 将 の 所 持 兵 数 を 減ら し ます 。 す る と 、 残 り 兵 士 数 が 表示 され ます の で 、 
兵士 を 増やし た い 武 将 に その 兵士 を 振り 分 け て 下さ い 。 


命令 6 : > 様子 を 見 る 


国 や 武将 の 様子 を 表示 し ます 。 
1. 各国 の 様子 
国 ど と に その 国 の 状態 や 武将 の 様子 を 見 る と と が 出来 ます 。 国 番号 の 入力 の 
と と ろ で [RET ] の み を 押す と 現在 命令 中 の 国 が 対象 と な り ま す 。 


2. 領地 の 一 覧 表 
貴方 の 領地 と な っ て いる 国 の 概略 を 一 覧 表 に し て 見 る と と が 出来 ます 。 


3. 武将 の 一覧 表 
命令 中 の 国 に いる 武 持 の 概略 の 一 覧 表 を 表示 し ます 。 


4. 州 別 地図 
州 地図 を 表示 し て 、 各 州 ど と の 説明 文 を 掲載 し ます 。 て の 命令 を 実行 し て も 、 
も う 一 度 別 の 命令 を 実行 する と と が 出来 ます 。 


自分 の 領地 の 様子 だ け を 見 た 場合 に は 、 も う 一 度 他 の 命令 を 実行 する と と が 出来 
ます 。 他人 の 領地 の 様子 を 見 る と 一 回 分 の 命令 と 見 な され ます 。 な お 、 一 回 分 の 命 
令 で 、 何 国 で も 見 る と と が 可能 で す 。 


命令 7 : > ほど こし < く 


1. 民 へ の は ど と し 

民 に は 金 か 食料 を ほど と す と と が 出来 ます 。 民 に は ど と し を する て 民 忠 誠 度 が 
上 昇 し ます 。 食料 より も 金 の 方 が 価値 が ある 訳 で す が 民 に と っ て は 人 金 も 食 料 も 同 
じ 価 値 で し か あり ませ ん 。 

民 に 食料 を 5000 以上 ほど と し 、 し か も 、 その 国 の 兵糧 が 100 未満 に な っ て し 
まっ た 場合 に は 、 そ の 国 を 支配 し て いる 君主 、 即 ち 貴 方 の カリ スマ 性 が 増し ます 。 
君主 の カリ スマ 性 は 、 と の 方 法 で の み 増 大 させ る と と が 出来 ます 。 
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2. 武 持 へ の ほど と し 

武 持 に は 、 金 と 食料 の 他 に 書物 と 女 を は ほど と す と と が 出来 ます 。 武将 に 金 か 食 
料 を は どこ と こす と 武将 の 貴方 へ の 忠誠 度 が 増す だ け で な く 、 武 将 は 、 ほ どこ と され た 
金 、 食 料 を 配下 の 兵士 に 分 配 す る の で 、 兵 士 忠 誠 度 も 向上 し ます 。 ま た 同じ 量 な 
ら ば 武将 は 価値 の 高い 金 の 方 を 好み ます 。 

武将 に 書物 を ほど こす と 、 そ の 国 に その 武将 より も 知力 が 2 以上 高い 武将 が 居 
る 場合 に 限り 、 知 力 が 1 上 が り ま す 。 な お 、 書 物 の 代金 と し て 、 金 5 が 必要 で す 。 

武将 (特に 武力 の 高い 武将 ) に 女 を は ど と す と 忠誠 度 が 大 きく 向上 し ます 。 


命令 8 : 洪水 対策 く 


洪水 確率 を 下げ ます 。 指揮 を 取る 武 持 の 能力 に よっ て 、 同 じ 予 算 を 使っ て も 効果 
が 違っ て 来 ま す 。 


命令 9 : > 開発 < 


開 末 や 治水 工事 を 行う こと に より 、 そ の 国 の 生産 能力 を 高め ます の で 、 土 地 の 価 
値 が 増え ます 。 洪 水 対策 と 同じ く 、 指 揮 を 取る 武将 の 能力 に よっ て 、 同 じ 予 算 を 使っ 
て も 効果 が 違っ て 来 ます 。 


命令 10 : > 兵士 を 鍛え る < 
兵士 の 能力 を 向上 させ ます 。 予算 を 使わ ず に 出来 る 唯一 の 戦力 向上 命令 で す 。 
命令 11 : 搜索 < 


いろ いろ な も の を 捜し ます 。 捜索 を 行う 為 に は 軍資金 が 3 - 4 必要 で す 。 
1. 鉄 
武器 を 作る 為 の 鉄 を 探し ます 。 鉱脈 の な い 国 で は 、 い くら 探し て も 鉄 は 見 つか 
り ま せん 。 
2. 軍資金 
金 の 鉱脈 を 探し ます 。 運 良く 見 つか る て 軍資金 が 増え ます 。 一種 の 賭 と いえ ま 
す 。 
3. 人 材 
まだ 発見 され て いな い 武 将 を 捜し ます 。 見 つか っ た 武将 は 、 命 令 5 : > 人 材 登 
用 く で 登用 に 成功 すれ ば 、 貴 方 の 配下 と する 事 が 出来 ます 。 
4. 玉 覃 
どの 君主 も 玉 画 を 持っ て いな い 場 合 、 玉 画 は ど と か の 国 に 落ち て いま す 。 そ れ 
を 捜 さ せる の が 、 と の 命令 で す 。 


命令 12 : > 略奪 ご 


住民 か ら 金 、 米 、 女 を 奪い 取っ て 来 ま す 。 美女 と は と の 命令 で 住民 か ら 略 奪 し て 
きた 女 た ち の と と で す 。 略奪 を 行う と 民 忠 誠 度 は 極端 に 低下 し 、 貴 方 の カリ スマ も 
下がっ て し まい ます 。 そ の 国 に いる 現役 武 持 た ちの うち 、 武 力 の 高い 者 は 喜び 、 知 
力 の 高い 者 は 悲し ん で それ ぞ れ 貴方 に 対す る 忠誠 度 が 増 石 し ます 。 

命令 13 : > 築城 く 


城 を 建設 し ます 。 城 を 建て る に は か な り 巨 額 の 投資 が 必要 で す 。 も し 策 城 で きる 
だ け の 資金 が あっ た な ら ば 、 一 時 的 に HEX 画 面 が 表示 され ます の で 、 ど と た 城 を 


築く か を カー ソル を 動か し て 入力 し ます 。 城 は HEX の うち 〇 印 の つい て いる と と て 
ろ に の み 建 て られ ます 。 各国 (に は 、 城 数 に 上 限 が あり ます の で 、 〇 印 が 一 つも な い 
と き は 、 も うそ れ 以 上 その 国 に 城 を 建て る と と は 出来 ませ ん 。 

築城 命令 を 発し て も すぐ に 城 が 出来 る 訳 で は な く 、 城 が 完成 す る の は 約 一 年 後 と 
な り ま す 。 築城 中 の HEX に は 、 x 印 が つき ます 。 

城 は 戦略 上 は 町 と し て 税金 の 徴収 源 と な り 、 戦 術 上 は 敵 に 攻め 込ま れ た と き 防 衛 
の 拠点 と し て 機能 し ます の で 巨 額 の 投資 が 必要 で も 、 ま た 完成 に 一 年 か か っ た と し 
て も 、 建 設 する 価値 が あり ます 。 


命令 14 : > 密 計 ぐ く 


他国 に 武将 を 送り 込ん で 武 持 や 住民 の 忠誠 度 を 下げ た り 、 兵 糧 の 倉庫 を 焼き 払っ 
た り し ます 。 


1. 君主 の 悪 言 を 流す 

敵 の 君主 の 悪い うわ さ を 流 し 、 そ の 国 に いる 武将 の 忠誠 度 を 低下 させ ます 。 
2. 住民 を 翻弄 する 

住民 に お か し な うわ さ を 流 し 、 住 民 忠誠 度 を 低下 させ ます 。 
3. 米 を 焼く 

兵糧 の 倉庫 に 火 を つけ 、 兵 糧 を 3 分 の 1 焼き 払い ます 。 


密 計 の た め に 送り 込ん だ 武将 の 能力 が 低かっ た り 、 敵 国 に 知力 の 高い 武将 が いた 
りす る と 密 計 は 失敗 する と と が あり ます 。 ま た 送り 込ん だ 武将 が 敵 に 捕まっ て し ま 
うと と が あり ます の で 注意 が 必要 で す 。 

コン ピュ ー タ 側 も 密 使 を 送り 込ん で 来 ま す の で 、 貴 方 の 国 で 貴方 の 悪い うわ さ が 
流れ た り 、 兵 糧 を 焼 か れ た りす る と と が あり ます 。 
君主 の 悪 言 を 何 度 も 流し て 敵国 の 太守 の 忠誠 度 を 低下 させ 、 そ の 太守 を 登用 し て 
引き 抜い て し まえ ば 、 ま っ た く 戦 闘 を 行なわ ず に その 国 を 手 に 入れ る と と が 出来 ま 
す 。 


命令 15 : > 外交 交渉 < 


他 の 君主 と 交渉 し ます 。 交 渉 の た め に 、 使 者 を 一 人 相手 の も と へ 送り 込み ます 。 
交渉 が 成功 する か 、 失 敗 す る か は 、 貴 方 の カリ スマ 性 と 、 使 者 の 能力 と に か か っ て い 
ます が 、 そ れ 以 上 に 、 以 前 相手 の 君主 と どん な 関係 に あっ た か に より ます 。 最近 戦 
争 し て いた り 、 借 金 を 返し て いな か っ た り 、 相 手 か ら の 交渉 に 応じ て いな か っ た り 、 
配下 の 武将 を 引き 抜い て いた りす る と 、 相 手 の 貴 方 に 対す る 怒り が 大 きく な っ て お 
り 、 交 渉 が 失敗 する ば か り で な く 、 怒 り が 激しい 場合 に は 使者 が 殺さ れ て し まい 
ます 。 

と の 相手 の 怒り の 大 き さ は " 英 対 心 " と し て 君主 の 様子 を 見 た と き に 表示 され ます 。 
また 、 と の 命令 を 選択 し た と き に 、 君 主 名 の 下 に 表示 され る 数 字 も と の 敵対 心 で す 。 

と の 相手 の 怒 り の 大 き さ に 依っ て 、 コ ンピュータ 担当 の 英雄 は 攻め 込む 相手 を 決 
め ま す の で 、 交 渉 で は 相手 の 怒り を 鎮め る 事 が 目的 の 一 つと な り ま す 。 

また 、 使 者 の 貴方 へ の 忠誠 度 が 低く 、 交 渉 相手 の カリ スマ が 高い 場合 に は 、 使 者 
が 貴方 の も と へ 帰ら な いと と が あり ます 。 





1. 借金 
他 の 君主 か ら 金 を 借り ます 。 商人 か ら の 借金 と 違い 金額 の 制限 も な く 、 利 子 も 
付き ませ ん の で 、 き ちん と 返し さえ すれ ば た い へ ん 便利 で お 得 で す 。 し か し な が 
ら 君主 か ら の 借金 や 借り た 兵糧 の 返済 が 滞る と 、 そ の 君主 を 色 ら せる て と に な り 
ます の で 、 借 金 や 借り た 兵糧 を 忘れ な いよ うに し て くだ さい 。 君主 か ら の 借り 物 
は 国 状 態 に は 表示 され ませ ん 。 ま た 交渉 が 成功 し て も 相手 の 君主 の 居る 国 の 軍 資 
金 が 貴方 の 求め た 金額 より 少な い 場 合 は 借り られ る 額 は それ だ け 少 な く な り 
ます 。 
2. 借金 返済 
君主 か ら の 借金 は 、 秋 に 自動 的 に 返済 され ます が 、 と の 命令 で 早く 返し て し ま 
うと と が で きま す 。 
3. 兵糧 借り 
他 の 君主 か ら 兵 糧 を 借り ます 。 注意 事項 は 借金 と 同じ で す 。 
4. 兵糧 返済 
君主 か ら 借 り た 兵糧 は 、 秋 に 自動 的 に 返済 され ます が 、 と の 命令 で 早く 返し て し 
まう と と が で きま す 。 
5. 土地 の 交換 
他 の 君主 の 領地 と 自分 の 領地 が 隣り ちっ て いる 場合 、 そ の 領地 を 交換 する と と が 
出来 ます 。 て と の 交渉 を うま く 使 うと 、 孤 立 し て し まっ た 自分 の 領地 を まとめ る と 
と が 出来 ます 。 
交換 する た め に は 、 相 手 の 領地 が 二 つ 以 上 あり 、 交 換 後 相手 の 領地 が 相手 の 他 
の 領地 に 隣接 し て いる 必要 が あり ます 。 
土地 を 交換 する て と 両方 の 土地 の 住民 の 忠誠 度 が 低下 し ます 。 
6. 婚姻 
貴方 の 娘 を 相手 の 君主 に 嫁 が せま す 。 こ と れ に より 、 相 手 は 貴方 に よい 印象 を 持 
つと と に な り 、 堪 対 心 を 大 幅 に 下げ る と と が 出来 ます 。 他 の 交渉 の 成功 率 が 上 が 
り 、 攻 め 込 ん で 来る 可能 性 が ほとん ど な く な り ま す 。 し か し 、 貴 方 が 攻め 込ん だ 
と と の ある 相手 だ っ たり 、 借 金 を 返さ な ね か っ た り し て いた 場合 に は 、 そ の 君主 の 
怒り に 触れ 、 娘 、 使 者 と も に 殺さ れ て し まう 場合 も も ちり ます 。 そ うな る と 、 貴 方 
の カリ スマ 、 運 が 低下 し て し まい ます 。 
貴方 の 娘 を 嫁 が せ た 君 主 の 領地 へ 貴方 が 攻め 込む と 貴方 の カリ スマ 人 性 が 低下 し 
ます 。 そ の 君主 が 死亡 し て 他 の 武将 が 君主 に な っ た 場合 に は 、 と の と と は な く な 
り ま す 。 
7. 贈物 
他 の 交渉 を 成功 させ る た め に 、 ま た 、 自 分 の 領地 に 攻め 込ま れ な いた め に 、 他 
の 君主 の 貴方 に 対す る 怒り を 鎮め る 効果 の ある 周 物 を し ます 。 貴方 に 対す る 敵対 
心 が 10 以下 に な れ ば その 君主 が 攻め て 来る と と は まず あり ませ ん 。 
8. 共同 作戦 
と れ は 相手 の 君主 を けし か け て 、 第 三 の 敵 を 攻め させ る も の で す 。 従っ て 貴方 
が 徐 地 に 陥っ た と き 、 助 すけ て くれ る と いう 事 で は あり ませ ん 。 
9. 停戦 
交渉 相手 と 戦争 中 の 国 が ある 場合 、 お 互い に 攻め 込ん で いる 方 が 撤退 し 、 戦 争 
を や め る も の で す 。 
10. 土地 を 要求 する 
貴方 が 他 の 君主 に 対し て 外交 交渉 を 続け た 結果 、 そ の 君主 の 貴方 対す る 敵対 


心 が 0 に な っ た 場合 、 貴 方 は その 君主 に 対し て 土地 を 要求 する と と が 出来 ます 。 
相手 の 君主 は いま まで 貴方 か らい ろ い ろ な 恩 を 受け て いる わけ で すか ら 、 世 間 
体 か ら も 拒否 する と と は 出来 ませ ん 。 し か し 、 貴 方 が 土地 を 得る た め に は 、 相 手 
に 金 10000、 ま た は 玉 構 を 贈る か 、 ま た は 娘 を 嫁 に や ら ね ば な り ま せん 。 

また 逆 も 成り 立ち ます 。 即ち 、 あ る 君主 の 貴方 に 対す る 貢献 度 が 100 に 達する 
と 、 そ の 君主 に 土地 を 要求 され る と と が あり ます 。 て と の と き 、 貴 方 は 拒否 する て 
と は 出来 ませ ん 。 


命令 16 : 取り 引き ぐ 
1. 


商人 
常に 商人 が いる の は 4 、7 、10、13、20、21、28、29、37 、39、48、56 国 だ 
け で 、 そ の 他 の 国 は 旅 の 商人 が 渡り 歩い て いる の で 、 い つも いる と は 限 り ま せん 。 
特に 、 民 忠誠 度 の 低い 国 や 、 土 地価 値 の 低い 国 、 夏 の 南部 の 国 、 冬 の 北部 の 国 に 
は は ほとん ど 訪 れ ま せん 。 
(1) 借金 、 借 金 返済 
商人 か ら 借 金 を し た り 、 借 金 を 返済 し た り し ます 。 返 済 は 秋 に 自動 的 に 行わ 
れ ま す 。 借金 は 合計 1000 まで し か 出来 ませ ん 。 
(2) 兵糧 売り 、 兵 糧 買 い 
兵糧 の 売り 買い を お と な いま す 。 
2. 鍛治 屋 
鍛冶 屋 は 鉄 10 と 金 1 で 武器 を 1 作っ ゝ て くれ ます 。 金 が 足り な く て も 仕事 を し て 
くれ る と と が あり ます 。 
武器 を 得る と と に より 、 兵 士 の 武装 度 が 上 が り ま す 。 


命令 17 : > 委任 解任 


目 分 の 領地 が 増え て 来る と 全て の 領地 に 命令 を 出す の は 類 わ し く な り ま す の で 重 
要 で な い 国 は 委任 し て し まう と 貴方 の 配下 の 武 持 が 治め て くれ ます 。 

し か し 委任 し て いる 国 に 攻め 込ま れる と 、 貴 方 は その 国 の 配下 に 命令 を 与え る と 
と は 出来 ませ ん 。 従っ て 委任 し て いた 国 の 周囲 に 敵国 が 現われ た 場合 に は 解任 し て 、 
その 国 を 貴方 の 制御 下 に お いた 方 が よい で し ょ う 。 

と の 命令 は 君主 の いる 国 か らし か 行なう と と が で きま せん 。 と の 命令 を 実行 し て 
も 他 の 命令 を 行なう と と が で きま す 。 


命令 18 : > 放浪 < 


回 り を 強国 に 囲ま れ 、 送 げ 場 の な い 絶 体 絶命 の 危機 に 陥っ た と き 、 最 後 の 手 段 と 
し て 放浪 の 旅 に 出 ます 。 放浪 す る と 、 国 を 捨て 、 兵 士 を 捨て 、 接 度 重 来 の 夢 を 見 な 
が ら 当 て の な い 旅 を 続け る と こと に な り ま す 。 領 地 が 幾つ か あっ た 場合 、 君 主 が お いな 
い 国 に いる 武将 は 在野 に 下り 、 そ こと は 空白 地 と な り ま す 。 君主 が いる と と ろ で も 、 
連れ て いか な い 武 将 は 在野 に 下り 、 空 白地 と な り ま す 。 そ れ ま で か か えて いた 兵士 
は 、 武 将 一 人 に 付き 500 人 を 残し て 全員 解雇 され ます 。 

また 、 戦 争 や 人 材 登用 で 敵 に 捕まっ て し まっ た 場合 、 運 良く 逃がさ れ た と し て も を 自 
国 に 帰る 事 が 出来 ず に 放浪 状態 に 陥っ て し まう 事 が あり ます 。 戦争 中 、 放 浪 状 態 に 
陥っ て し まっ た 場合 は 、 戦 争 中 の 味方 の 武 持 の ひみ が つい て きま す 。 人 材 登用 で 敵 に 
捕まり 放浪 状態 に 陥っ た 場合 は 、 ど の 武将 ち つ いて きま せん 。 

放浪 の 旅 に 出る と 貴方 の 出す 事 の 出来 る 命令 は 次 の 5 つ だ け に な り ま す 。 
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1. 移动 
隣国 へ 移動 し ます 。 と の と き 、 貴 方 の も と へ 義勇 兵 が 集まっ て きま す の で 、 一 
緒 に 放浪 し て いる 武将 の 誰か か 、 貴方 自身 の 持つ 兵士 に 加え ます 。 全 兵士 数 が 
20000 人 に 達する と 、 も は や 放浪 を 続け る 訳 に は いか な く な り 自 動 的 に 旗揚げ と 
な り ま す 。 
誰か の 領地 に 貴方 が いる 場合 、 移 動 す る と 貴方 は 捕まっ て し まう 可能 性 が あり 
ます 。 
2. 旗揚げ 
空白 地 に いる 場合 に は 建国 し て そこ を 自分 の 領地 と し 、 誰 か の 支配 地 に いる 場 
合 に は 画面 は HEX と な っ て そこ と の 領主 と 戦闘 を 開始 し ます 。 
3. 隐 通 
その 国 に と どまり ます 。 誰か の 領地 (に いて も 捕まる 可能 性 は あり ませ ん が 義勇 
兵 は や っ て きま せん 。 
4. 様子 を 見 る 
各国 の 国 状態 や 、 自 分 の 配下 の 様子 を 見 る 事 が 出来 ます 。 と の 命令 を 実行 し て 
も 、 他 の 命令 を 実行 する こと が 出来 ます 。 
5. 中 断 
命令 20 :> 中 断 く と 同じ で す 。 と の 命令 を 実行 し て も 、 他 の 命令 を 実行 する 
と と が 出来 ます 。 


命令 19 : > な に も し な い ぐ 
な に も せ ず 、 そ の 月 を 過 ど し ます 。 
命令 20 : > その 他 ぐ 


1, ゲー ム の 中 断 

ゲー ム を 中 断 し ます 。 普通 は 、 今 の 状態 を DISK 書 き 込 ん を で か ら ゲ ー ム を や 
め ま す 。 ゲ ー ム の セー ブ プ 箇 所 は 10 箇所 あり ます の で 自分 の セー ブ し た い 箇 所 の 番 
号 を 選び 、 フ ァイル 名 を 記入 し て 下さ い 。 状 態 を 書き 込ん だ だ け で ゲー ム を や め 
な か っ た 場合 に は 、 他 の 命令 を 実行 する と と が 出来 ます 。 状 態 の よい と き に は 、 
あと で 悲惨 な 状態 に 陥っ た と き の 為 に DISK に 状態 を 書き 込ん で お きま し ょ う 。 
2. 音 の ON/OFF 

効果 斉 を 出す か 消す か を 決め ます 。 効果 音 は 入力 待ち の と き 、 即 ち も カ ー ソ ル が 
点滅 し て いる と き な ら いつ で も 、F・1 キ ー で OFF、F・2 キ ー で ON に する と と が 
出来 ます 。 
3. 動画 の ON ノ OFF 

アニ メー ショ ン を 表示 する か 、 消 すか を 決め ます 。 ア ニメーション も 入力 待ち 
の と き 、 即 ち カ ー ソ ル が 点滅 し て いる と き な ら いつ で も F・3 キ ー で OFF、F・4 
キー で ON に する と と が 出来 ます 。 





4. wait の 調整 - 思 
表示 の 待ち 時 間 を 調整 し ます 。 メ ッ セ ー ジ を 読み 償 れ て きま し た ら 、wait の 調 


整 を し て 下さ い 。 1 一 10 で 小さ く な る 程 表示 時 間 が 短く な り ま す 。 な お 、 初 期 時 
は 6 に 設定 され て いま す 。 


[8] : 戦 術 (HEX 画 面 ) 


戦略 の 命令 2 : > 戦争 で 敵国 に 攻め 込ん だ 場合 や 攻め 込ま れ た 場合 、 ま た は 放 
浪 中 に 誰か の 領地 で 旗揚げ し た 場合 な ど に は 、 画 面 は HEX と な り 戦 闘 状 態 に 入り ま 
す 。HEX に お いて も 命令 は 数 字 で 入力 し ます が [RET] 不要 な も の が 多い の で 注意 
し て 下さ い 。 





① HEX (マス 目 ) が 表示 され ます 。 移動 や 攻撃 は 、 全 て と の エリ ア 上 で 行い ま 
す 。 
四 現在 、 戦 争 し て いる 国名 が 表示 され ます 。 
@ 戦闘 中 の 君主 名 (また は 総 大将 ) が 表示 され ます 。 
⑧ お 互い の 兵士 数 ・ 武 持 ・ 軍 資金 ・ 兵 糧 な ど が 表示 され ます 。 
⑧⑤ 命令 入力 及び その 結果 が 表示 され ます 。 
1. 配 置 


HEX に は いる と 、 まず 攻撃 側 か ら 武 持 を 配置 し ます 。 配置 が 出来 る の は HEX 上 
に 〇 印 が で て いる と と ろ で す 。 攻め 込ん だ 場合 に は 最初 に 兵糧 を 何処 に 買 く か 決め て 
下さ い 。 兵糧 を 敵 に 取ら れる と 兵糧 0 と な っ て 貴方 の 負け と な る の で 兵糧 は 見 方 の 武 
将 を 配置 し た マス 目 に 置く べき で す 。 次 防衛 側 の 武将 を 配置 し ます 。 全員 を 配置 す 
る 必要 は な く 、 特 定 の 武将 を 選ん で 配置 する と と が 出来 ます 。 最低 1 人 は 配置 する 必 
要 が あり 、 ま た 10 人 まで し か 配置 で きま せん 。 配置 せ すず 待機 中 の 武将 が お り 、HEX 
に 配置 され て いる 武将 が 10 人 未満 の 時 に は 各 タ ー ン の 初め に 


援軍 を 送り 出し ます か (Y/N) ? 


と 聞い て 来る の で 援軍 を 繰り 出し た いと き は Y と 答え て 下さ い 。 な お 、 防 衛 側 は 城 を 
全部 取ら れる と 負け と な り 、 ま た 城 は 防衛 上 有利 な の で 城 に 武将 を 配置 すべ き で す 。 





2. 勝利 条件 


勝敗 は 次 の どれ か の 場合 が 満た され る と 決定 し ます 。 
(1) 攻撃 側 の 勝利 
* 防衛 側 の 軍資金 また は 兵糧 が 0 に な っ た と き 。 
* 城 を 全部 占領 し た と き ( 誰 も いな い 城 が あっ て は いけ な い )。 
* 防 衛 側 の 武将 が 一 人 も いな く な っ た と き 。 
* 防衛 側 に 、 君 主 が いて 、 そ の 君主 を 殺す か 、 ま た は 捕 ら え て 人 逃がし た と きた に 、 放浪 
の 旅 に 出 て し まっ た と き 。 
(2) 防衛 側 の 勝利 
* 攻撃 側 の 軍資金 また は 兵糧 が 0 に な っ た と き 。 
* 攻撃 側 の 総 大 持 を 倒し た と き 。 
* 攻坚 侧 OD 兵 粮 顾 春 > 大 时 。 


3. HEX に お ける 部 隊 と 地形 の 表示 


(1) 部队 共和 粒 が ある 場合 審 が 表示 され る 。 


本 | 」 所 属 を 表わす 旗印 


兵士 数 (100 人 単位 ) 


井 100 并 絶大 持 一 水軍 
ま 。 : 総 大 将 一 水軍 で な い 
十 :水 军 
無印 : 水軍 で な い 


(2) 地形 
※ 冬 に は 、 部 隊 の 機動 力 が 2 ずつ 低下 し ます 。 


ご 平 地 入り 込む の に 必要 な 機動 カ = 2 


山 地 入り 込む の に 必要 な 機動 力 = 4 
防衛 上 有利 で す 。 


刘 地 入り 込む の に 必要 な 機動 力 = 5 


6 (水軍 ) 
10 (水軍 で な い ) 


河 ・ 湖 *・ 海 入り 込む の に 必要 な 機動 力 


3 


8 


の Ni 城 入り 込む の 必要 な 機動 力 = 3 
NN 防衛 上 特に 有利 で す 。 

a 込む と と は で きま せん 。 

A 山岳 地 入り 込む と と は で きま 


[9] : 戦 術 時 (HEX 画 面 ) に お ける 命令 


HE X で は 7 つの 命令 を 発する 事 が 出来 ます 。 数字 の 入力 の あと に [RET] は 不要 
で す 。 [RET ] の み を 押す と 一 般 に 最初 の 命令 待ち に 戻る 事 が 出来 ます 。 


| | 技 を | 竹 人 る | 
5 | 待機 | 何 も し な い 
報告 | 状況 を 報告 する 












1. 移 動 


(1) 通常 移動 
部 隊 を 移動 させ ます 。 一 マス 動く ごと に その 地形 に 対応 し た 機動 力 が 消費 され 、 
機動 力 が な く な る まで 連続 し て 移動 する と と が 出来 ます 。 例 えば 、 機 動力 が 10 あっ 
た 場合 、 山 地 2 マス に 平地 1 マス 移動 で き 、 平 地 だ け な ら 5 マス 移動 出来 ます 。 機 
動力 が 余っ て いて も 、[RET] の み 入力 する こと に より 、 そ と で 止ま る 事 が 出来 ま 
す 。 冬 に は 機動 力 が 2 減少 する の で 動き が 鈍り ます 。 

(2) の の し っ て か ら 移 動 
敵 の 部 隊 が 隣接 し て いる 場合 、 移 動 す る 前 に その 敵 部 隊 を の の し る と 、 敵 部 隊 の 
部 将 の 能力 が 低い 場合 に は 、 自 分 の 部 隊 が 移動 し た あと を その 敵 部 隊 が 追っ て 来 ま 
す 。 失敗 し た 場合 に は 通常 の 移動 と な り ま す 。 

(3 散開 
部 隊 を 2 つ に 分 け ま す 。 敵 部 隊 を 取り 囲み 、 一 斉 に 攻撃 する と と に よっ て 自軍 の 
損害 を 減ら す 事 が 出来 ます の で 、 散 開 し て 取り 囲む よう に し ます 。 し か し 、 散 開 す 
る 移動 で き な く な っ て し まい ます の で 、 注 意 が 必要 で す 。 

(4) 集結 
散開 し て いる 部 隊 を 一 つ に まとめ ます 。 


2. 攻 撃 


(1) 通常 攻撃 
隣接 し て いる 敵 部 隊 を 攻撃 し ます 。 戦闘 の 結果 、 双 方 に 被害 が で て 兵士 数 が 減り 
ます 。 兵士 数 が 0 に な る と た いて い は 敵 に 捕え えら れ て し まい ます が 、 捕 ら え られ 
な い 事 も あり ます 。 兵士 数 が 0 で あっ て も 、 そ の 部 将 一 人 で 戦う 事 が で きま す 。 
敵 の 武 持 を 捕らえ る と 、 生 か する も 殺す も 貴方 の 自由 と な り ま す 。 
捕らえ た 武 持 を 殺し て し まう と 、 そ の 武将 は と の 世 か らい な く な り ま す 。 
捕 ら え た 武将 を 逃がす と 、 普 通 の 武将 は 在野 に 下り ます 。 君主 で ある 武 将 を 逃 が 
す と 、 他 の 国 に 逃げ た り 、 放 浪 の 旅 に で た り 、 な に ご と も な か っ た か の よう に 再び 
貴方 を 攻撃 し て 来 た り し ます 。 
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捕らえ た 武将 を 召し 抱 そ を る と 、 そ の 武装 は 貴方 の 配下 と な り ま す 。 貴方 が 攻め 込 
ん だ 時 に 召し 抱え た 武将 は 、 戦 闘 に 使わ な けれ ば な り ま せん が 、 攻 め 込 まれ た 時 に 
召し 抱え た 武将 は 、 戦 闘 に 使わ ず 待 機 中 に する と と が 出来 ます 。 大抵 の 場合 、 捕 ら 
えた 武将 の 貴方 へ の 忠誠 度 は 大 変 低く 、 敵 に 寝返っ て し まう 可能 性 大 で す の で 注意 
が 必要 で す 。 君主 を 召し 抱え る と と は 出来 ませ ん 。 
(2) 一 斉 攻 撃 
攻撃 目標 で ある 敵 部 隊 に 隣接 し て いる 全て の 味方 の 部 隊 が 同時 に 攻撃 し ます 。 一 
斉 攻 撃 を か ける と 、 味 方 の 損害 は 攻撃 に 参加 し た 部 隊 の 数 で 割ら れ ま す 。 
従っ て 敵 を 取り 囲む と それ だ け 有 利 ! こ な り ま す 。 
(3) 突撃 
敵 部 隊 の マス 目 に 入り 込ん で どちら か の 兵士 数 が 0 に な る 迄 両 軍 入り 乱れ て の 白 
兵 戦 を 行い ます 。 
突撃 を 行なっ た 場合 、 敵 武将 の 武力 が 低い と 生け 捕り に する 事 が 出来 ず 戦乱 の な 
か で 殺し て し まう 事 が 多く な り ま す 。 武将 を 手 に 入れ た いと き に は 注意 が 必要 で す 。 
(4) 計略 
敵 部 隊 を 戻 に か け ま す 。 武将 の 知力 が 高く な いて 成功 し ませ ん 。 計略 が 成功 す 
る と 相手 の 兵士 数 が 減る だ け で な く 、 機 動力 を 一 時 的 に 0 に する 事 が 出来 ます 。 と 
の 攻撃 は 味方 に 被害 が で な い の で 、 兵 士 数 が 少な い 場 合 に 有効 で す 。 た だ し 、 計 略 
を 用 いて 敵 部 隊 の 兵士 数 を 0 に し て も る 敵 武 将 を 捕え られ る 事 は 希 で す 。 
(5) 火 計 
隣接 する マス 目 火 を 放ち ます 。 成功 する と その 場所 が 炎 に 包ま れ 、 そ と に いる 
部 隊 は 火 の つい て いな い 場 所 に 移動 する か 退却 又は 降参 し な けれ ば 全 犬 し 、 武 将 も 
焼け 死ん で し まい ます 。 炎 は 各 タ ー ン ご と に た 風下 へ 向かっ て 燃え 広がっ て ゆき 、 敵 、 
味方 の 区 別 な く 焼 き 払 っ て 行き ます 。 


退 却 

部 隊 を 隣接 する 自分 の 領地 か 空白 地 へ 退却 させ ます 。 退却 で きる 土地 が な いと き は 
退却 で きま せん 。 退却 は 失敗 する 事 も 多く 、 特 に 機動 力 が 少な いと き や 多 く の 敵 部 隊 
に 接し て いる 場合 に は 敵 に 捕らえ られ て し まう 可能 性 が 高く な り ま す 。 

武将 が 退却 する 時 は 、 そ の 部 隊 の み 有 効 で す が 、 君 主 ( 総 大 将 ) が 退却 する と 、 全 
軍 退 却 と みな され ます の で 気 を つけ て 下さ い 。 

降 参 

武将 を 降参 させ ます 。 降 参 す る と 戦闘 で 敵 に 捕まっ た と き と 同 じ に な り ま す 。 

待 機 


部 隊 を 現在 位置 する HEX 上 で 休息 させ 、 機 動力 を 養い ます 。 待機 する と 、 機 動 カ 
が 1 あがり ます 。 た だ も 機動 力 は 最大 15 まで で す 。 


報 告 
部 隊 の 状態 を 報告 させ ます 。 敵 の 部 隊 の 状態 も 見 る 事 が 出来 ます 。 


[10] : 武将 を 捕え た 時 


HEX の 戦闘 で 武 持 を 捕まえ た 場合 や 、 貴 方 の 領地 に 人 材 登用 に 来 た 君 主 を 捕らえ 
た り 、 貴 方 の 領地 を 放浪 し て いた 英雄 を 捕らえ た 場合 、 貴 方 は 次 の うち の 一 つ を 選ぶ 
事 が 出来 ます 。 


1. 頭 を 切る 
捕らえ た 武将 を 殺し ます 。 そ の 武将 は と の 世 か ら 居 な く な り ま す 。 
2. 逃 す 


普通 の 武将 で あれ ば 、 そ の 武将 は 在野 に 下り ます 。 君 主 で あっ た 場合 は 、 そ の まま 
自分 の 領地 に 逃げ て し まい ます が 、 う まく 自分 の 領地 に 帰り 着け な か っ た 場合 に は そ 
の 君主 は 放浪 の 旅 に で ます 。 その 君主 が た くさ ん の 領地 を 持っ て いた 場合 に は 、 そ れ 
ら は 全て 空白 地 と な り ま す 。 


3. 召し 抱え る 


貴方 の 配下 に し ます 。 し か し 君主 (英雄 ) を 召し 抱え る 事 は 出来 ませ ん 。 て の 命令 
に よっ て 武将 を 貴方 の 配下 に し た 場合 、 そ の 武 持 の も と の 君主 に 対す る 忠誠 度 が 高 
か っ た 場合 に は 、 貴 方 へ の 忠誠 度 は 極端 に 小さ く な り ま す の で 注意 が 必要 で す 。 


貴方 の 配下 の 武 持 が 捕らえ られ た 場合 に は た いて い 捕 ら え た 君主 に 召し 抱え られ ます 。 

また 貴方 自身 が 捕らえ られ た 場合 に は 、 貴 方 の カリ スマ 性 が 高く 、 捕 ら え た 君主 の 貴 
方 に 対す る 敵対 心 が 小 さか っ た な ら ば 逃がさ れる 可能 人 性 が あり ます が 、 そ う で な いと 
き は 殺さ れ て し まい ます 。 た と え 逃 が され た と し て も 運 悪 く 自 分 の 領地 に 帰り 着け な 
か っ た 場合 に は 、 強 制 的 に 放浪 状態 と な り 、 貴 方 の 持っ て いた 領地 を 全て 失う と と に 
な り ま す 。 


[11] : 君主 の 死亡 に つい て 


君主 が 死ん で し まう と 配下 の 武将 の 中 か ら 後 継 者 が 選ば れ 、 後 を 継い で 君主 と な り 
ます 。 配下 の 武将 が 1 人 も いな いと き は その 君主 の 一 族 は 滅亡 し ます 。 

も し 、 貴 方 が 死ん で し まっ た 場合 、 配 下 の 中 か ら 後 継 者 を 選び だ し 、 今後 貴方 は そ 
の 武 持 と な っ て 支配 を 続け ます 。 配下 の 武将 が 1 人 も いな いと ゲー ム 終 了 で す 。 

君主 が 新しい 武将 に 代わ る と 、 新 し い 君 主 の 能力 に 依っ て は 配下 の 武 持 た ちの 君主 
に 対す る 忠誠 度 が 低下 し 、 忠 誠 度 が 0 に な っ て し まっ た 武将 は 君主 の も と を 去り 在野 
(下っ て し まい ます 。 


12 〕 : 武 持 の 主従 関係 に つい て 
1. 君主 が 領地 を 持っ て いる 場合 


武 将 
君主 が 統治 し て いる 国 で 
活躍 し て いる 武将 


君主 兵士 兵 士 
(君主 が 所 有 し て いる 兵士 ) 各 武 持 が 所 有 し て 
いる 兵士 


太 守 ーー 武 将 
君主 の 命令 を 受け 、 各 地 を (太守 の 下 で 活躍 し て いる 武将 ) 
統治 し て いる 武将 


| AR 


(太守 が 所 有 し て いる 兵士 ) 


2. 君主 が 放浪 し て いる 場合 


武 持 一 一 一 一 一 一 ーーーーー 一 兵 士 
(君主 と 一 緒 に 放浪 中 の 武将 ) (武将 の 配下 で 一 緒 に 放浪 中 の 兵士 ) 
君 主 


士 
君主 の 配下 で 一 緒 に 
放浪 中 の 兵士 


[13 ) 


: ゲー ム の ヒン ト 


『 三 国 志 』 の 命令 を ひと と お り 説 明 し て 来 ま し た が 命令 の 数 が 大 変 多 い の で 、 最初 
に 何 を し た ら よ い の か 、 例 を 一 つ 挙 げ て お きま し ょ う 。 





夏 に は か な ら ず と 言っ て いい 程 頻 繁 に 洪水 が 発生 し ます 。 で すか ら 最 初 の 3 ケ月 間 
は 洪水 対策 を し まし ょ う 。 し か し 軍資金 は 殆ど ぁ あり ませ ん の で 予算 は 1 ずつ に し ます 。 
一 度 に 全部 使っ て し まう より 効果 が 上 が り ま す 。 次 に 兵糧 を 民 に 施し ます 。 そ の あと 
は 開発 を 行なっ て 土地 の 価値 を 出来 る だ け 上 げ ま す 。 秋 が 来 た ら 軍資金 が ある 程度 増 
えて いる 筐 で すか ら 商 人 を 呼び 出し て 兵糧 を 買い まし ょ う 。 

商人 は いま し た か ? 商人 が いな いと き は 、 土 地価 値 を 上 げ ま し ょ う 。 兵糧 が 手 に 
入っ た ら 民 に は ほど と し を し て 民 忠 誠 度 を 70 以上 に 上 げ て や り ま す 。 て と ん な 事 を し て い 
る 間 に 、 他 の 国 は 戦争 を 始め て 居る か も 知れ ませ ん が 、 と に か く 最 初 は 生産 力 を 向上 
させ る 事 で す 。 

軍資金 や 兵糧 に 余裕 が 出 て 来 ま し た か ? 余裕 が あれ ば 兵士 を 少し 放っ て も よい で 
し ょ う 。 さ て 、 回 り の 様子 を 見 て み ま し ょ う 。 兵糧 が 100 以下 の 国 が あれ ば 、 攻 め 取 
る の は 簡単 で す 。 貴 方 自身 の 国 は まさ か そん な 状態 で は な いで し ょ う ね 。 攻撃 する の 
な ら 、 人 口 の 多い 国 を 狙い まし ょ う 。 生産 力も 強く 、 兵 士 も 多く 層 え ます 。 

隣 に 武将 の 数 、 兵 士 数 、 軍 資金 、 兵 得 の そろ っ た 強国 は あり ませ ん か ? そん な 国 
に 攻め 込ま れ た ら 一 大 事 で す 。 外 交 交 渉 で 贈物 を し まし ょ う 。 し か し 1 回 や 2 回 送っ 
た だ け で は 安心 で きま せん 。 強国 同志 が 戦争 を し て いな いよ うだ っ た ら 共 同 作戦 を 申 
し 込ん で 戦争 を けし か け ま し ょ う 。 余り に 強い 国 は お 互い に 潰し 合っ て も ら う の が 一 
番 で す 。 


さて 、 何 処 か 弱 そ うな 国 を 狙っ て 攻め 込む と し まし ょ う 。 相手 は 防衛 上 有利 な 城 に 
陣 取 っ て いま す が 、 倍 ぐら い の 兵 力 が あれ ば まず 大 丈夫 で すし 、 優 秀 な 武将 を 注ぎ 込 
め ば 同 じ ぐ らい の 兵力 で も 勝 取る 事 が 出来 ます 。HEX で は 1 人 の 武将 を 集中 的 に 狙 
う 事 で す 。 特に 君主 が いた ら 君 主 を 徹底 的 に 狙い まし ょ う 。 出 来る だ け 多 く の 武 将 で 
敵 を 取り 囲み 、 一 斉 攻撃 を か ける と 次 第 に 敵 は 弱っ て 来 て 生け 捕り に する こと と が 出来 
る で し ょ う 。 生け 捕っ た 武 持 は 召し 抱え て それ ほど 大 切 で な いと と ろ に 配置 し まし ょ 
う 。 突 撃 は 相手 を 殺し て し まう 事 が 多い の で 兵糧 が 尽き そう な 場合 な ど 早 く 決 着 を 着 
けた いと き を 除い て 余り 使う の は 止め まし ょ う 。 

また 、 領 地 を 拡大 する 手段 は 戦闘 だ け で は あり ませ ん 。 密 計 を 用 いて 太守 の 忠誠 度 
を 下げ 、 太 守 を 引き 抜い て し まえ ば 、 ど ん な 遠い 国 で も 、 ど ん な に 強い 国 で も 貴方 の 
も の に な り ま す 。 外交 交渉 で 敵 の 敵対 心 を 0 に し て し まえ ば 、 領 地 を 要求 する と と が 
出来 ます 。 コ ンピュータ 側 の 強 さ を 大 きく し た と き や 、 出 来る だ け 短い 期間 で 全国 統 
一 を 果 そ うと する と き に は 、 て と れ ら の 知 的 手段 に よる 領地 の 拡大 は 必要 不可 決 な も の 
と な る で し ょ う 。 

何処 か の 国 を 取り まし た か ? 取っ た な ら ば 新た に 武将 が 何人 か 貴方 の 配下 と な っ 
た で し ょ う 。 そ の 武将 の 様子 を 見 て み ま し ょ う 。 貴方 へ の 忠誠 度 が 一 桁 し か な いか も 
し れ ま せん 。 そ ん な 武将 は 重要 な ポス ト に は 就け りら れ ま せん 。 武将 の 貴方 へ の 忠誠 度 
は 少な く と も 50 は 必要 で す 。 武将 に ほど と し を し まし ょ う 。 

何 か 忘 れ て は いま せん か ? 領地 を 余り 増やす 前 に 優れ た 武将 を 集め まし ょ う 。 ま 

ず は 自分 の 領地 で 人 材 を 捜索 し て み ま す 。 武 持 が 見 つか っ た ら ど ん どん 登用 し まし ょ 
う 。 敵 の 領地 に 居る 在野 武将 や 敵 の 配下 の 武 持 で も 忠誠 度 が 低く けれ ば 登用 で き 
ます 。 
た くさ ん の 武将 が いま す が 、 貴 方 は 君主 と し て 、 誰 が どん な 能力 を 持っ て いる か を 把 
握 し て いる 必要 が あり ます 。 武力 の 高い 武将 は 戦場 へ 、 知 力 の 高い 武将 は 未開 の 国 で 
生産 力 の 向上 に 従事 させ ます 。 知力 、 カ リス マ が 揃っ て いれ ば 優秀 な 外交 官 と な れ ま 
す の で 使者 と し て 外交 交渉 に 用 いま し ょ う 。 あ まり 特徴 が な く て も 、 国 の 数 が 多く な っ 
て きた と き に は 、 安 全 な 国 の 太守 に する と と が 出来 ます 。 そ し て 、 知 力 の 最も 高い 武 
将 は 軍師 と し て 貴方 の 傍ら に お き 、 そ の 忠 言 を 聞き まし ょ う 。 命令 の 実行 前 貴方 に 
伝え られ る 忠 言 の 内 、 知 力 96 以 上 の 武将 の 言う 事 は 、 そ の 知力 の 高 さ に 応じ て 信頼 で 
きる も の で ある 事 を 付け 加え て お きま す 。 

以上 あまり に も 簡単 に 勝て そう な 事 を 書い て 来 ま し た が 実際 に は な か な か てこ て の 通り に 
は いき ませ ん 。 と れ は 実直 な や り 方 で す の で 、 最 初 に 可能 な 限り 領地 を 増やし て し ま 
い 、 そ の 後 幾 つか 敵 に 取ら れ て も その 間 に 他 の 国 を 強く し て し まう と か 、 最 初 の 状態 
が あま り に 不利 な と き に は その 国 を 捨て て いき な り 放 浪 の 旅 に で て 機会 を 癌 うと か 、 他 
に も や り 方 は 無限 に ある と 思い ます 。 


も し 貴方 が 『 三 国 志 」』 を 御存じ な い の で あれ ば 是非 一 度 文庫 本 や マン ガ や テレビ の 
人 形 劇 に も な っ て いる と の 壮大 な 物語 を お 読み に な る こと と を お 勧め し ます 。 三国 志 に 
登場 する 人 物 た ち が ど ん な 関係 に あり 、 ど ん な 個性 を 持ち 、 ど ん な 人 生 を 送っ た か 、 
それ が 判る と ゲー ム 「『 三 国 志 」 の 面白 さ が 倍 増す る で し ょ う 。 


[14] : : ゲー ム の 終了 


ゲー ム を 中 断 する 場合 は 、 命 令 20 : > その 他 ぐ の 中 か ら 1. ゲー ム の 中 断 を 選び 、 
ゲー ム の 終了 を 確認 し て か ら デ ィ ス ク を 抜い て 下さ い 。 後日 、 現 存 の 続き を や り た い 
時 に は 、 中 断 の 際 に 今 ま で の デー タ を ディ スク K 書 き 込 ん で お いて 下さ い 。 ま た 、 や 
む を 得 ず ゲー ム 途 中 で ディ スク を 抜く 場合 は 、 必 ず デ ィ ス ク の アク セス ラン プ が 消え 
て いる 時 に し て 下さ い 。 ア クセ スラ ンプ の 点灯 中 に 抜 て とう と する と 、 デ ィ ス ク を 壊し 
て し まう 恐れ が あり ます の で 、 気 を 付け て 下さ い 。 


[15 : トラ ブル 
※ ト ラブ ル に つい て 
1. 商品 が 正常 に 動作 し な い 場合 
当社 宛 に 不良 内 容 を お 書 添え の 上 、 お 送り 下さ い 。 
折り 返し 完 動 品 を お 送り 致し ます 。 
2. お 客 様 の 不 注意 に よる 交換 の 場合 
3000 円 を ど 同 封 の 上 、 当 社 宛 に お 送り 下さ い 。 


〒223 横浜 市 港北 区 日 吉本 町 1876 
株 式 会 社 光栄 
「 三 国 志 」 係 宛 
容 044 一 61 一 6861 


※ 本 製品 は program の 一 部 が マイ クロ ソフ ト 社 の マイ クロ ソフ ト C コ ン バ イ ラ 及 び 
フェ ニッ クス ソフ トウ ェ ア ア ソン シェ イク の PLINK 86 を 用 いて 製造 され て いま す 。 
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「 三 国志 」 関連 年 譜 


曹操 生ま れる 。 

孫堅 生ま れる 。 

官 官 が 後漢 の 実権 を 掌握 する 。 

劉備 生ま れる 。 

孔明 生ま れる 。 

孫権 生ま れる 。 

黄巾 の 乱 起 と る 。 て の 頃 、 劉 備 、 関 羽 、 張 飛 、 桃 園 に 義兄 弟 の 契り を 結ぶ 。 
劉備 、 呂 布 に 敗れ 、 曹 操 を 頼る 。 

劉備 、 劉 表 を 頼っ て 制 州 へ 。 

劉備 、「 三 題 の 礼 」 で 孔明 を 迎え る 。 

赤壁 の 戦い 。 

刑 州 の 長官 と な っ た 劉備 、 人 孫権 の 妹 と 結婚 。 

劉備 、 久 理 を 降 し て 、 成 都 に 入る 。 

関羽 、 孫 権 に 捕われ 、 斬 られ る 。 

曹操 、 没 す 。 子 の 曹 不 、 魏 を 建国 。 

劉備 、 劉 を 建国 し 、 成 都 で 即位 。 孔明 、 承 相 と な る 。 張飛 、 部 下 に 殺さ れる 。 
劉備 、 白 帝 城 に 死す 。 子 の 劉 祥 、 あ と を 継ぐ 。 

孔明 、「 出 師 の 表 」 を 劉 禅 に 泰 っ て 北 征 を 開始 。 

孔明 、 神 山 に 進出 する が 、 馬 斉 の 命令 違反 に より 惨敗 。 
孫権 、 呉 の 帝位 に 就く 。 

孔明 、 五 丈 原 に 陣 没 。 

劉 禅 、 魏 に 降伏 し 、 細 滅ぶ 。 

仲 達 の 孫 、 司 馬 炎 が 帝 位 に 就 い て 晋 を 建国 。 

呉 、 滅 亡 し 、 晋 が 天下 を 統一 する 。 
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主 な 登場 人 物 


人 。 術 。 字 は 公路 。 司空 長 科 の 子 で 、 音 紹 の 従弟 が 黄巾 討伐 で 名 を あげ る が 、 皇 覆 
を 帝位 推 さん と する 嘉 紹 と 対立 、 曹操 連 合 軍 に 敗れ 揚州 に 落ち る 。 後 、 寿 春 に お い 
て 即位 を 宣言 する が 、 野 心 の み 肥 大 し 、 統 治 的 能力 に 欠け た 為 、 大 成せ ず 発 病後 、 没 ずる 。 


喜 。 紹 字 は 本 初 。 喜 術 と 共に 液 南部 激 陽 の 人 。 名 門 の 出身 で 、 宮 廷 で 官 軍 持 条 
し の 後 、 昔 卓 を 恐れ て 洛陽 を 脱出 。 後 、 草 卓 討 伐 の 際 に は 義勇 軍 の 総 大 将 と な る 。「 官 
渡 の 戦い 」 で 曹操 に 敗れ 、 病 没 。 御 草子 的 性 格 の 為 、 名 門 意識 が 生涯 つき まとっ た 事 が 
弱点 と な る 。 


関 羽 字 は 雲 長 。 身 長刀 尺 、 ヒ ゲ の 長 さ が 二 尺 の 大 男 。 張 飛 と と も に 劉備 の 挙兵 
以来 の 部 下 で 、 三 人 は 兄弟 同然 の 仲 。 後 に 曹操 の 補 虜 と な っ た 時 も 、 劉 備 と の 「 義 」 
を 重んじ 曹操 の 誘い を 断る 。 信 義 に 厚い 天下 無双 の 好漢 。 表 城 に て 一 子 関 平 と と も に 
陀 権 処刑 され 、 没 す 。 

姜 維 字 は 伯 級 。 殊 の 武将 で あっ た が 、 諸 慕 孔 明 の 信任 を 得 て 碧 の 武将 と な る 。 
孔明 の 死後 、 描 退 中 に 「 死 せる 孔明 、 生 ける 仲 達 を 走ら す 」 と いう 芸当 を みせ た 。「 三 
国 志 演 義 ] の 最後 を いろ どる 重要 な キャ ラク ター で ある 。 

黄 忠 字 は 漢 井 。 も と 劉表 の 配下 で 長沙 を 守っ た が 、「 赤 壁 の 戦い ] の 後 、 劉 備 も の 
と に 身 を 投じ る 。 定 軍 山 で は 曹操 軍 の 武将 、 夏 候 淵 を 討ち 取っ て いる 。 「 老 持 」 と し 
て 有名 で 、 老 いて ます ます 盛ん な 人 の 代名詞 に な っ て いる 。 

名 馬 仲 達 曹操 他 、 魏 王朝 の 四 代 に 仕え た 知 将 。 諸 偶 孔 明 と は 宿命 の ライ バル で 、 し 
ば し ば 対決 を する 。 五丈原 で は 、 孔 明 の 死 を も 予言 し て いる 。 晋 王朝 の 基礎 を 築き 上 
げ 、 孫 の 司馬 炎 が 晋 を 開く 事 よ り 中 国 統一 を 成し遂げ た 。 

周 玲 。 字 は 公理 。 陀 策 と 同年 で 若い 頃 か ら 、 無 二 の 親 友 で あっ た 。 孫 策 死後 は 、 
幼い 孫権 を 補佐 し 、 呉 の 基礎 を 固め た 。 「 赤 壁 の 戦い 」 で は 、 租 粛 と と も に 係 権 策 を 授け 
商 操 軍 を 相手 に 大 勝 を お さめ る 。 曹操 を 亡き も の に する と いう 志 半 ば に し て 病没 。 

諸葛 孔明 竜 と も 伏 竜 と も 。 鐵 の 系 相 。 徐 庶 の 推薦 に より 、「 三 顧 の 礼 」 を も っ て 
劉備 に 迎え られ 、 以 来 、「 水 魚の 交わ り 」 を 結ぶ 。 劉備 の 死後 も 、 そ の 志 を 継い で 劉 
の 経営 に 専心 する 。 天才 オ 的 な 戦略 家 と し て の 才能 を も ち 、 数 々 の 訓 戒 を 残す 。 狐 征討 
中 、 五 丈 原 に て 死没 。 

徐 庶 字 は 元 直 。 孔 明 の 親友 。 首 州 で 玄 徳 と 会 い 、 玄 徳 軍 の 軍師 と な る 。 諸 所 の 

戦場 で み ど と な 戦略 を 披露 する が 、 母親 を 曹操 の 人 質 に 捕 ら れ た た め や む な く 投降 。 し か 
し 、 曹 操 に は 何一つ 策 を 授け な か っ た 。 母親 が 義 を 重んじ 曹操 に 逆らっ た の は 有名 。 


首 。 操 。 字 は 二 徳 。 権 課 術 数 に 富む 。 ま た 、 歌 舞 を 好む な ど 、 な か な か の 文人 。| 黄 
巾 の 乱 」 の 平定 、 董 卓 討伐 に 春 走 する 。 中 原 よ り 南 進 を 企てる が 「 赤 壁 の 戦い ] に て 劉 
備 ・ 陀 権 の 連合 軍 に 大 販 。 三 国 中 で は 最初 に 狐 王 と な り 、 全 中 国 制 李 を 志す が 、 関 羽 の 
電 魂 に 悩ま され て 洛陽 に 没 す る 。 


そん 


殻 。 字 仁 文 台 。 琢 策 、 取 椎 四 父 瑟 吴 建 国 O 磁 志 策 《 。 董 卓 时 伐 军区 加 权 > 工 洛 

陽 に 一番乗り し 、 伝 国 の 玉 隅 を 手中 に 撮る 。 剤 州 攻撃 中 、 黄 祖 の 部 下 に 矢 を 射 か けら 

れ 落 命 。 そ の 事業 は 子 の 孫策 に 引き 継が れる 。 

茶 蕉 。 字 は 仲 謀 。 孫 忠 の 子 で 孫策 の 弟 。 父 と 兄 の 事業 を 受け 継ぎ 、 呉 の 初代 皇帝 
大 帝 と な る 。 張 昭 、 周 玉 、 箇 内 ら 有 能 な 忠臣 を 持つ 。 劉 備 を 連合 し て 曹操 を 破る が 、 
後 対立 、 殺 害 を も 企てる 。 や が て 魏 と 賜 が 戦争 中 、 江 東 で 勢力 を 伸ばし 、 呉 の 国 を 建 
て る 。 

採 策 字 は 伯 符 。 孫 腎 の 子 で 孫権 の 見 。 周 垢 と 親交 を 結ぶ 。 父 亡き 後 は 、 均 術 に 
つっき 、 江 東 に 勢力 を 拡げ て 小 護 王 と 呼ば れる に 至る 。 菌 操 と 内 通し て いた 許 買 に 暗殺 
され る 。 

窗 。 著 字 は 子 竜 。 長 紹 、 公 孫 叶 に 仕 ん を 、 か ね て か ら 心 を 寄せ る 劉備 軍人 に 加入 。「 長 

坂 の 戦い 」 で は 玄 徳 の 子 阿 斗 を 抱き 、 単 身 百 万 曹 軍 の 中 を 突破 。 勇猛 で その 名 を と ど 

ろか せ 、「 真 の 勇者 」 と 負 備 を 感嘆 せしめ る 。 


に 


よう 


入 。 字 は 翼 徳 。 身 長 八 尽 、 類 か ら 吾 に か け て 、 席 の よう な ヒゲ 。 若 い 頃 か ら 関 
羽 と と も に 、 玄 徳 に 仕え た 武田 の 将 で ある 。 「 三 国 志 」 随 一 の 酒好き 、 短気 で か つ 警 
戒 心 が 足り ぬ 点 が 大 き な 仙 と な り 、 部 下 に 寝 首 を か か れ て 没 す 。 

盖 。 単 字 は 仲 頼 。 後 漠 王 朝 に 大 打撃 を 与え て 滅亡 に 追い や り 、 三国 時 代 の 幕開け 
を 導い た 一 世 の 則 雄 。 洛 陽 で 暴虐 の 限り を 尽く し 反 曹 卓 軍 人 に 攻め られ る と 洛陽 を 焼 
き 払い 、 長 安 に 逃亡 。 と と で 腹心 の 呂布 に そ む か れ 、 斬 られ る 。 

二 。 超 。 字 は 素 起 。 父 の 馬 騰 は 、 か っ て 曹操 齋 条 計画 に 加わ っ た と と か ら 殺 害さ れ 

る 。 復讐 戦 に 燃え る が 、 後 劉備 に 投降 、 多 の 持 と な る 。 そ の 勇猛 さ は 地 に 響き 渡り 、 

関羽 、 張 飛 と 互角 に 戦っ た は ど 。 


馬 该 馬 超 の 父 。 曹操 齋 殺 軍 に 加わ っ た 為 、 曹 操 の 手 に より 、 息 子 の 馬 休 、 馬 鉄 
も ろ と も 謀殺 され る 。 馬 超 が 信 を 討つ べく 立ち 上 が る 。 


筷 。 統 。 字 は 土 元 。 孔明 と 並び 称 さ れる ほど の 智 謀 を も ち 、 孔 明 が 伏 竜 ( 葵 竜 ) と 
呼ば れ た の 対し 鳳 雛 と 呼ば れる 。 劉備 の 知恵 袋 と し 、「 赤 壁 の 戦い 」 で は 「 連 環 の 
計 」 に より 曹操 を 火 攻 め に 。 成 都 進撃 の 途 次 、 流 れ 矢 に あたり その 才 を 発揮 せ ぬ うち 
に b 戦没 。 


陸 入 。 字 は 伯 言 。 呉 の 興隆 に 貢献 し た 功臣 。 謀 略 に よっ て 関羽 の 手 か ら 東 州 を 著 
う 。 後 、「 夷 陵 の 戦い 」 で は 、 総 司令 官 に 任命 され る 。 守り を 強く 固め 、 頃 合い を 見 
計ら っ て 午 軍 を 叩き 、 劉 備 を 敗走 に 至ら し め る 。 こ とれ に よっ て 劉備 は 白 帝 城 に 逃亡 。 

宕 自 。 字 は 君 郎 。 劉 更 の 父 。 圭 帝 の と き 、 益 州 牧 と な る 。 張 艇 の 母 と 親しかっ た 

为 、 彼 去 督 六 司马 世 任 命 。 


りゅう 


到 珠 。 字 は 季 五 。 父 、 劉 閣 の 後 を 継ぎ 鐵 の 牧 と な る 。 曽 操 避 征 の 際 、 和 劉備 を 邊 
に 迎え 入れ る 。 北 の 曹操 、 東 の 孫権 に は さま れ 、「 天 下 三 分 の 計 」 の 実現 苦 目 する 
劉備 に は 渡り に 舟 と な る 。 後 、 機 会 を 伺う 劉備 に 攻め られ 、 降 伏 。 人 民 到 悲 の 深い 

武将 


到 備 字 は 玄 徳 。 演 王室 の 血 を 引く 。「 黄 巾 の 乱 」c 際 し 、 志 を 同じ くす る 関羽 、 張 
飛 に めぐ りあ い 、 桃 園 で 義兄 弟 の 次 い を た て る くだ り は 有名 。 後 、 出 陣 、 課 走 、 敗走 
放浪 を 繰り 返し 、 痢 州 に て 「 三 順 の 礼 」 を も っ て 孔明 を 軍師 に 迎え る 。 孔 明 ら の 補佐 
に より 、 殆 の 地 を 得 、 漢 の 皇統 を 継ぐ 。 仁 義 に 厚く 、 私 情 か ら 関 羽 の 仙 討 ち に は 
や っ て 上 呉 に 敗れ 、 白 帝 城 に 死す 。 後 事 を 孔明 に 詫 す 。 魏 の 剛 将 、 曹 操 と は 一 生涯 、 ラ 
イ バ ル で あっ た 。 

劉表 字 は 景 志 。 剤 州 の 牧 を 勤め 、 攻 め 込む 孫 貴 を 討ち 取る 。 若 い 頃 か ら 高 名 な 
偽者 で 、 戦 火 を 受け な い 間 州 に 集まる 偽者 の 為 に 、 学 校 を 開き 、 経 典 の 校訂 作業 も 推 
進 。 死後 、 次 子 の 劉 球 が 戦う と と な く 曹操 降伏 、 剤 州 は 奪取 さる 。 

呂布 字 は 秦 先 。 後 漢 末 の 群 傘 の 一 人 。 弓 術 と 馬術 優れ る 。 し か し 、 丁 匠 、 音 
卓 、 王 介 と 絶え ず 裏切り を 重ね る 行動 が 敬遠 され 、「 狼 ] と も 「 春 」 と も 酷評 され る 。 
呂布 征伐 に 挙兵 し た 曹操 に 、 下 郁 城 に て 降伏 、 斬 殺さ る 。 


三 国志 物语 


女王 卑 弥 平 で 知ら れる 、 邪 馬 台 国 の こと と が 、 魏 志 修 人 伝 に 記さ れ て いる と と は 、 学 
校 で も 習っ た で あろ う 。 そ の 人 人 伝 が 、 じ つ は 、「 三 国 志 の な か に 含ま れ て いる と 
いえ ば 、 び っ くり され る か も し れ な い 。「 三 国 志 ] と いえ ば 、 劉備 や 、 関 羽 や 、 張 飛 
な ど が 活躍 する 中 国 の 奇書 だ と 考え る と と は 決し て 間違い で は な い の だ が 、 元 は 、 れ っ 
き と し た 史書 な の で ある 。 古代 の 日 本 に つい て の 記述 が あっ て も 、 不 思 議 で は な い 。 
正規 の 史書 「 三 国 志 」 を 踏ま えな が ら 、 そ の 内 容 を 面白 く 小説 化し た の が 、「 三 国 志 演 
義 ] と 呼ば れる も の で 、 言 わ ば 、 中 国 の 歴史 小説 だ ど 。 わ れ わ れ が 「 三 国 志 ] と 呼び な 
ら わ し て いる の は 、 普 通 「 演 義 ] の は ほう で ある 。 

日 本 で も 、 吉 川 英治 や 、 柴 田 錬三郎 や 、 陳 逮 臣 な どの 作家 が 、「 演 義 」 を も と に 独 
自 の 小説 「 三 国 志 」 を 書い て いる 。 

今 か ら お よそ 1800 年 ほど 前 の 、 後 漢 の 滅亡 か ら 魏 ・ 上 呉 ・ 多 の 三国 虹 立 時 代 を へ て 
晋 の 天下 統一 に いた る 戦乱 に 明け 戦乱 に 暮れ る 約 100 年 の 、 中 国 全 土 を 舞台 と する 英 
雄 豪 傑 の 大 活躍 の 物語 、 そ れ が 「 三 国 志 」 で ある 。 


「 三 国 志 」 の 冒頭 は 、 有 名 な 「 桃 園 結 義 ]」 の 場面 か ら 始 まる 。 

劉備 玄 徳 、 関 羽 雲 長 、 張 飛 細 徳 の 三 人 が 、 桃 の 花 の 咲き 誇る 下 で 、 親 の 血 を 引く 上 兄 
弟 よ り も 固い 契り の 義兄 弟 の 約束 を 結ぶ と と ろだ 。「 生 まれ た 日 は 違っ て も 、 死 ぬ 時 
は 一 緒 に 」 と いう 結 盟 で あっ た 。 





当時 の 中 国 の 状 勢 は 、 ど の よう で あっ た か 

後漢 王朝 は 、 崩 壊 の 寸前 で あっ た 。 宮 延 は 、 外 戚 と 官 官 の 勢力 争い の 場 と な り 、 過 
酷 な 収 枯 と 、 打 ち 続く 天災 に 悩む 農民 の と と な ど 、 全 く 放 置 さ れ た まま で あっ た 。 西 
暦 2 世紀 の 終わ り ご どろ の と と だ 。 

疲弊 し た 農民 層 を パック (に 、 反 乱 を 起 と そう と し た の が 、 大 平 道 の 祖 、 呪 術 師 張角 
で ある 。 貧 農 を 紀 合 し た 一 種 の 新興 宗教 教 還 と いっ て よ か ろ う 。 

峰 起 軍 は 黄色 い 布 を 頭 に 巻い て 目印 に し た の で 、 黄巾 賊 と 呼ば れ た 。 全土 で 起 っ た 
黄巾 軍 は 、 都 洛陽 に 刻々 と 迫る 。 宮廷 は 騒然 と な っ た 。 

宮 延 は 、 黄 巾 軍 征 討 の 勅 を 出す 。 と れ に 応じ て 、 各 地 の 有 力 者 や 風雲 の 志 を 抱く 英 





傑 た ち が 、 滞 くそ れ ぞ れ の 軍事 行動 を 起 と す 。 の ちの 魏 王 曹操 、 辺 境 の 野人 童 車 、 そ 
の 部 下 で の ち 養 子 と な る 呂布 、 そ れ に 、 わ が 劉備 玄 徳 な ど だ 。 

見 事 に 首都 の 軍事 権 を 掌握 し た の は 、 曹 卓 で あっ た 。 戦 の 混乱 に 乗じ て 宮廷 を 制圧 
し た 彼 は 、 自 分 に 都合 の いい 皇帝 (献帝 ) を 即位 させ 、 最 高 の 実 権 者 と な っ て 、 横 暴 
の 限り を つく す 。 て と れ を 見 た 曹操 や 嘉 紹 ら は 、 閣 陽 を 去っ て 地方 に 身 を 避け る の で あっ 
た 。 そ し て 、 や が て 2 人 は 、 反 攻 卓 の 旗 を あげ 、 攻 卓 討伐 の 連合 軍 を 結成 する に いた 
る 。 さ し も の 章 卓 も 、 と れ を 見 て 都 を 洛陽 か ら 長 安 に 移す と と に し た 。 古都 洛陽 は 、 
すべ て 灰 と な っ た 。 

新 都 に 移っ て か ら も を 草 卓 の 非道 は いっ そう は な は だ し く 、 斉 位 を 狙う ほど で あっ た 。 
その 野望 を 打ち 砕く 暗殺 計画 を 練っ た 男 が いる 。 漢 王室 の 司徒 ・ 王 旬 で あっ た 。 彼 は 
董卓 の 腹心 、 呂 布 に 働き か け て 、 女 客 虹 を めぐ る 董卓 と 呂布 の 三角 関係 を 策略 し 、 
呂布 を し て 蒼 卓 を 討た し め よ うと し た の で ある 。 と の 陰謀 は 成功 し た 。 活 臣 童 卓 は 、 
呂布 の 一 撃 に よっ て 脆く も 滅び た 。 宮廷 の 統治 能力 は も は や 地 を は らい 、 各 地 に 割拠 
する 豪 雄 た ち は 、 こ て の 混乱 の な か で 、 そ れ ぞ れ の 勢力 拡大 を 画策 し は じ め て いた 。 

反 医 卓 連 合 を 呼び か けた 中 心 人 物 、 曹 操 は 、 冶 世 の 能 臣 ・ 乱 世 の 姦 駿 と も 、 ま た 逆 
に 、 乱 世 の 英 雄 ・ 治 世 の 姦 賊 と も 評 さ れ て いる 。 機知 縦横 、 権 謀 術 数 に 長 じ た 人 物 で 
あっ た と いえ よう 。 

劉備 玄 徳 が “デビ ュー” する 時 代 背 景 は 、 こ と の よう で あっ た 。 

劉備 は 、 漢 の 景 帝 の 子 、 劉 勝 の 子孫 を 称し た 。 幼 に し て 父 を 失い 、 母 と 共に 草履 を 
売り 、 む し ろ を 織っ て 暮らし を た て て いた が 、 黄 巾 軍 の 蜂起 の 際 、 最 初 の チャ ンス を 
得 、 数 度 の 戦果 に よっ て 安 喜 県 の 知事 に まで 昇進 する が 、 の ち 、 反 撃 を 受け て 、 同 学 
の 親友 、 公 孫 斑 を 頼っ て 落ち る 。 その 後 も 、 彼 は 、 人 徐州 の 陶 議 を 頼っ た り 、 曹 操 を 頼 
っ た り 、 転 変 き わ ま りな い 。 

董卓 の 死に よっ て 、 反 董卓 連合 は 自然 消 滅 し 、 一 方 、 呂 布 の 権力 が 増大 し て いっ た 。 

連合 に 加わ っ た 曹操 、 公 係 寺 、 哀 紹 ら は 、 そ れ ぞ れ の 本 拠 で 独自 の 活動 を 始め て い 
た 。 哀 紹 が まず 公 係 寺 を 攻め て 自殺 に 追い と こみ 、 曹 操 は 恋 州 を 支配 し て 、 劉 備 が 身 を 
寄せ て いる 徐州 の 陶 謙 を 攻め に か か る 。 

劉備 は 、 陶 謙 の も と で 曹操 と 戦う が 、 陶 議 は 、「 劉 備 以 外 に 徐州 を 治め る と と が で 
きる も の は な い 」 と いう 遺言 を 残し て 病 い で た お れる 。 徐州 を 引き 受け た 劉備 の も と 
に 、 曹 操 に 敗れ た 呂布 が 頼っ て くる が 、 劉 備 は 呂布 を 信用 し て いな い 。 そ の た め 、 劉 
備 は 呂布 に 攻め られ て 降伏 、 妻 子 を 人 質 に と られ 、 徐 州 の 実権 まで 琴 わ れ て し まい 、 
曹操 を 頼る 。 曹操 は 、「 劉 備 ほ は どの 人 物 を 殺し て 天下 の 人 心 を 失う の は 得策 で は な い 」 
と 、 劉 備 殺 害 を 進言 する 臣下 の 反対 を し り ぞ け て 、 劉 備 を 予 州 の 牧 に 任命 し た 。 そ し 
て 、 曹 操 自 身 が 、 呂 布 を 攻め 殺し て し まう 。 

以来 、 曹 操 の 勢 威 は 日 を 追っ て 高まり 、 献 帝 の 鬱々 た る 日 々 が 続く 。 

か く て 、 宮 延 内 部 に 曹操 排 圧 の 策動 が 生じ て いっ た 。 喜 帝 は 叔 父 の 曹 承 に 曹操 謀殺 
の 密命 を くだ し 、 密 勅 を 受け て 曹操 暗殺 の 機会 を 狙っ て いる の が 、 劉 備 な の で あっ た 。 
(と の あたり 、 劉 備 の 行動 も あめ まぐ る し く 変 化す る ) 


建安 四 (199 ) 年 、 曹 操 は 、 み ず か ら 劉 備 討 滅 の 軍 を 指揮 し て 、 兵 を 官 渡 に 進め た 。 


「 い ま に し て 、 傑 物 劉備 を 討た ざれ ば 、 必 ず や 悔い を 残す て と に な る だ ろう 」 と 急 撃 す 
る 曽 操 軍 の 前 に 、 劉 備 軍 は な すす べ で も な く 、 た ち ま ち 総 月 れ 。 妻 子 を 捕 ら え られ 、 関 
羽 も つい に 曹操 の 軍門 に 降る 。 

曹操 は 、 関羽 の 人 物 を 愛し 、 処 分 する ど と ろか 、 丁 重 な 待遇 を も っ て あたり 、 彼 の 
仕官 を 望ん だ 。 し か し 、 関 羽 は その 好意 を 受け ず 、 た だ 、 白馬 の 戦い に お いて 、 曹 操 
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の た め に 勲功 を ちあ ら わ し た の み で 、 別 れ の 言葉 を 残し て 、 劉 備 の も と へ 脱出 し て いっ 
た 。 

北方 の 哀 紹 と 、 章 操 の 天下 分 け 目 の 決 戦は 、 官 渡 の 戦い と 呼ば れる 。 攻 罰 半 年 、 裏 
切っ て 来 た 敵 方 の 参謀 か ら の 情報 に よっ て 、 曹 操 は 軽装 の 機動 部 隊 で 急 豚 、 決 勝 を 得 
た 。 至 弱 を も っ て 至 強 を 討っ た 曹操 は 、 と これ を も っ て 、 華 北 統 一 へ の 展望 を 獲得 し た 
の で ある 。 

一 方 、 劉 備 は 、 と の 戦 さ の と き 、 嘉 紹 側 で 曹操 の 背後 を 突い た が 、 戦 い 利 あ ら ず 、 
齋 州 の 劉表 を 頼っ て 行き 、 と と で 最高 の 窒 客 と し て の も て な し を 受け 、 以 来 七 年 間 、 
平穏 な 日 を 送る こと に な る 。 馬 に も 乗ら ず 、 股 に 肉 が つき 、 老 境 も 近い と いう の に 、 
まだ とれ と いっ た 功績 も な い 不 甲斐 な さ に 、「 億 肉 の 嘆 」 を か こと こつ 劉備 玄 徳 で あっ た 。 

し か し と の 時 期 、 劉備 は 大 き な 収 穫 を 得 て い る 。 

名 軍師 、 諸 葛 斉 孔明 と の ドラ マチ ッ ク な 出会い で ある 。 

いま 、 天 下 の 形 勢 が わか る も の は 、 眠 れる 竜 、 伏 竜 と いわ れる 、 孔 明 を お いて は な 
い の で ある 。 孔明 の 親友 徐 庶 の いう と と ろ に よれ ば 、 孔 明 は 、 い ま の 劉備 に と っ て 咽 
喉 か ら 手 の 出る ほど 欲し い 人 物 で ある 。 し か し 、 彼 は 、 簡 単に 腰 を 上 げ る 軽 久 な 人 物 
で は な い の で あっ た 。 劉備 は 、 孔 明 の 住む 隆 中 を 訪ね 、 二 度 訪れ て 居留 守 を 使わ れ 、 
尊 く 三 度 め に し て 初め て 会 見 が 実現 する 。 か くし て 、 つ い に た 孔明 、 劉 備 の 軍師 と な る 
と と を うべ で な い 、 そ の 庵 を 出る 。 出 護 、 と いう 。 そ し て 、 孔 明 が 三 度 通 っ た と と を 、 
「 三 題 の 礼 」 と いう 。 木下 藤吉 郎 が 、 軍 師 竹中 半兵衛 を 得 た 時 に 同じ エピ ソー ド が ある 
が 、「 三 国 志 」 か ら の 影響 で あろ う 。 

劉備 は 、 熱 誠 を と め て 孔明 に 説い た 。 

「 い ま 、 漠 の 王室 は ひど く 衰 え 、 女 臣 が 権力 を は し いま ま に 操 っ て お り ま す 。 わ た 
くし 劉備 玄 舘 、 天 下 の 乱 脈 を た だ すべ く 後 力 を つく し て まい り ま し た が 、 才 浅く 、 智 
乏しく 、 今日 の 有 様 で ど ご ざい ます 。 わ が 師 、 諸 葛 孔 明 、 わ れ に お 考え を お 聞か せく だ 
され た く | 

劉備 の と こと ば に 耳 を 傾け て いた 諸葛 孔明 は 、 一 歩 膝 を すす め て 、 

「 殴 卓 の 乱 以来 の 天下 の 形勢 を 観望 する に 、 曹 操 は 天 の 時 を 得 て 知 謀 も あり 、 に わ 
か に 争う の は 得策 で は あり ませ ん 。 上 呉 の 孫権 は 、 国 は 要害 に 守ら れ 人 心 も よ く 治 まり 
有人 能 な 臣下 も 多い 。 む し ろ 和 孫権 と は 手 を た ず さ え て いく べき で し ょ う 。 制 州 は 諸 豪 が 
争 奉 し よう と し て いる 土地 で す が 、 天 文 を も っ て 占う に 、 劉 表 は 問 も な く 世 を 去り ま 
し ょ う 。 も し 将軍 劉備 玄 徳 、 大 業 を な さん と な さる な ら ば 、 ま ず 、 措 州 を 取り 続い て 
益 州 を 手 に 入れ 、 そ の 後 ゆ る ゆる と 兵 を 養っ て 中 央 に 馬 を 進め られ れ ば 、 民 は 歓 
呼 し て 将軍 を 迎え 、 漢 王室 の 再興 は 天下 統一 を も っ て 成就 いた し まし ょ う 」 

的 確 な 情勢 分 析 と 戦略 を も っ て 説く 諸葛 孔明 の 天下 取り の アウ トラ イン を 世に 「 天 
下 三 分 の 計 」 と 称す る 。 

か く て 、 孔 明 は 劉備 の 軍師 と な り 、 劉 備 は 孔明 を 厚い 信頼 を も っ て 過 し た の で 、 長 
く 苦 楽 を と も に し て きた 関羽 と 張飛 は 不満 を 鳴ら し た が 、 劉 備 は 、「 私 と 孔明 の 関係 
は 、 さ な が ら 魚 と 水 の ご と きも の で ある 」 と いわ ゆる 「 君 外 水 魚の 交わ り 」 を 説い た 
の で あっ た 。 


その と ろ の 中 原 の 王者 は 、 も ちろ ん 費 操 で あ る 。 彼 は 、 劉 表 を 討つ べく 南 征 軍 を 起 
と し た 。 表 陽 で 守備 に つい て いた 劉備 は それ を 知ら な か っ た 。 知っ た の は 、 曹 操 の 軍 
が すぐ 近く まで 進撃 し て 来 て か ら で あ っ た 。 単 戦 で は と て も る 対抗 で き な い 劉備 は 涙 を 
の ん で 退却 を 決定 し た 。 

劉表 は 曹操 の 南下 の 直後 病死 し て お り 、 あ と を 租 っ た 次 子 の 劉 球 ら 10 万 が 、 劉 備 の 


人 徳 を 慕っ て あと を 追っ て 来 た 。 劉備 は か れ ら を 先 に 逃げ ば させ る た め に 関羽 に 命じ て 
数 百 の 船 を 用 意 さ せ 、 関 判 と は 江陵 で 落ち 合う こと と と し た 。 部 下 の な か に は 、 と て の 劉 
備 の 行為 を 軍事 的 に は きわ め て 愚か な も の と し て 諫言 する も の も あっ た が 、 劉 備 は 
「 天 下取り の 大 事業 を な す に は まず 、 人 心 の 堂 掘 こ そ 基 本 だ 。 見 捨て る と と は で き な 
い 」 と いっ て 人 々 と と も 南下 し て いっ た 。 

劉備 に は と の よう に 状況 を 無視 し て まで 「 徳 義 」 に 生き る と こと ろ が 多く 、 と れ は 劉 
備 の 美 点 で も ある が 、 そ れ に よっ て か えっ て 窮地 に 立た され る と と も 少な く な か っ た 。 
と の 場合 も も ちろ ん そう で 、 あ っ と いう また 曹 操 の 軍勢 に 追い つか れ て いる 。 追撃 軍 
は 、 長 坂 と いう と と ろ で 劉備 の 軍 に 追い つい た 。 劉備 は 、 妻 子 さ え 捨 て て 逃げ る 。 シ 
ン ガ り を つと め て 長坂 橋 の 中 央 で 群がり 寄る 敵 兵 を 防い だ 張飛 の 大 活躍 は 、「 三 国 志 」 
の な か で も を 圧巻 の 場面 。、 そ の お か げ で 劉備 は 文字 通り 九 死に 一 生 を 得 て い る 。 ま た 、 
劉備 の 妻 と 子 の 劉 禅 は 趙雲 が 乱戦 の な か か ら 救 出し た 。 

曹操 に 大 敗 し た 劉備 は 、 呉 の 人 孫権 の 使者 角 粛 と 会 っ た 。 彼 は 、 劉 備 と 友好 同盟 を 結 
び た い と いう 孫権 の 意向 を 伝え に 来 た の で ある 。 

劉備 は 諸葛 由 明 を 軍 使 と し て 孫権 の も と 送る 。 孔 明 と 孫権 の 火 を 吹く よう な 戦 
略 ・ 戦 術 を めぐ る 舌戦 の あと 、 孔 明 は と う 説 いた 。 

「 背 操 が 長征 に 疲れ て いる の に くら で て 、 わ が 劉備 に は 、 生 き 残 り の 精 兵 と 、 関羽 
の 保有 する 水軍 が あり ます 。 孫権 将軍 の 男 将 ・ 強 兵 と 合わ せ て 曹操 に 当たり 、 曹 操 を 
北方 へ 追い や れ ば 、 人 孫権 将軍 の 呉 と 劉備 の 国 と で 、 天 下 三 分 の 形 に な る で ご ど ざ いま 
し ょ う 」。 か ね て 持論 の 天下 三 分 の 計 を 、 と ん と ん と 熱弁 し た わけ で ある 。 

孫権 に 派遣 され た 周夫 の 軍 は 劉備 の 軍団 と 合流 し て 、 長 江 (揚子江 ) を くだ っ て 来 
る 曽 操 軍 を 迎え 撃つ 。 両 軍 の 遭遇 点 は 、 赤 壁 で ある 。 

決戦 の 日 は 来 た …… ! 


史上 高 名 な 「 赤 壁 の 戦い ] で の 両 軍 の 兵力 を 比較 する と 、 曹 操 軍 水 陸 80 万 、 劉備 ・ 
孫権 連合 軍 わ ず か 3 万 。 た だ 、 孫 権 の 本 拠 地 は 名 だ た る 水郷 で 、 そ の 水軍 は 精 強 を 誇 
っ た 。 

西暦 208 年 冬 十 一 月 。 

長江 の 北 に 曹操 軍 、 南 に 連合 軍 が それ ぞ れ 位置 を 占め る 。 

連合 軍 指 揮 官 の 周 協 は 、 曹 操 の 大 軍 を 破る に は 火 攻め 以外 に な いと し て いた 。 そ の 
ほか に も 、 敵 の 密偵 の 面前 で 自軍 の 老 将 を 縮 で 打ち 据え る 「 苦 肉 の 計 」 を 探っ て 敵 を 
欺く な どの 謀 計 を めぐ ら す 。 

曹操 は 、 い まや 天下 を 討ち 平ら げ 、 残 す は と の 江南 の 地 の み で ある 。 逆 江 董 卓 を 討 
つ で く 、 天 下 の 英 傑 に 呼び か け て 戦乱 の 時 代 の 幕 を 開け た の は 、 30 年 前 の と と だ 。 
その 曹操 の 前 に 立ち は だ か ろう と し て いる の は 、 往 時 の な つか し い 名 、 劉備 と 孫権 
(孫堅 の 子 ) で ある 。 あ る も の は 滅び ず 、 あ る も の は 生き 残っ て いる 。 曹操 も また 、 そ 
の な か に 戦 さ の 時 を 過ごし て きた 。 そ の 辛酸 も 、 あ と わずか で あろ う 。 曹操 の 心中 を 
懐 昌 の 念 が 走り 抜け する 。 と と で 一 気 に 連合 軍 を 破れ ば 、 天 下 は あま ね く お れ の も の だ 。 
すでに 勝敗 の 帰 超 は 決ま っ た よう な も の で は な いか ! 

火 攻 め の 策 を 採る 周 玩 の も と に は 、 劉 備 か ら 特 派 さ れ た 孔明 が いる 。 

孔明 も また 同じ 策 を 心中 に 秘め て いる よう だ っ た 。 

長江 の 対岸 に 諸葛 孔明 が いる 、 と 想像 し た 曽 操 の 内 部 に 、 か すか な 不安 が 芽生 えて 
いた 。 そ の と き 、 由 雛 先生 が 着 到 され た と いう 知ら せ が 入 っ た 。 鳳 雛 先生 と は 、 諸 葛 
孔明 と 並び 称 され る 知 謀 の 士 で ある 。 鳳 雛 は 曹操 に 一 計 を 授け る 。 船 と 船 と を 繋い で 
大 きく し 、 と れ に 乗っ て 渡れ ば 、 長 江 の 荒 い 波 風 も 恐る る に 足り ぬ 、 と いう の で ある 。 


曹操 の 命令 で 、 す べ て の 軍船 が し っ か り と 結び 合わ され た 。 
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部 下 の な か に 「 鳳 雛 の と の 計略 は 。 孔 明 と 共謀 し た も の で は な いか 」 と 進言 する も 
の が あっ た 。 も と より 、 曹 操 は それ を 見 通し て いる らし い 。 火 攻め を か けら れれ ば 、 
た し か に 船 は ひと た まり も な い が 、 そ の 作戦 が 成功 する に は 、 ひ と つ だ け 欠 け て いる 
も の が あっ た 。 い ま は 十 一 月 、 奇 跡 で も 起 と ら な いか ぎり 、 都 合 の よい 風 が 吹か な い 
の で ある 。 北岸 か ら 吹 いて いた の で は どう に も な ら な い の だ 。 人 策 を 用 いて 船 を 繋が せ 
る 「 連 環 の 計 」 は 成功 し た が 、 南 風 が 吹い て くれ な けれ ば 、 ま っ た く 意 味 が な い の だ 。 
曹操 は 安心 し きっ て いる 。 連合 軍 側 で も 火 攻め の 用 意 が すべ て と と の っ た の に 、 風 が 
吹か な いと と に 業 を 煮やし て いた 。 

「 火 を 用 いて も 、 風 を 得 ざ され ば すべ て は 画 人 描い た 餅 」 と いう 周囲 の 声 に 、 孔 明 は 
お も むろ に 言っ た 。 

「 御 安心 くだ さい 。 わ た くし は 、 風 を 呼び 、 雨 を 呼ぶ 術 を 心得 て お り ま す 」 

孔明 は 、 南 履 山 に 祭壇 を 築き 、 天 に 祈っ て 法 術 を 行っ た 。 

風 が 変わ っ た 。 

東南 の 風 で ある 。 

強い 風 で あっ た 。 

降伏 を 装っ た 連合 軍 の 軍船 は 、 敵 水 軍 に 接近 し て 火 を 放っ た 。 鎖 で 繋が れ て いた 曹 
操 軍 の 水軍 は た ち ま ち 火 の か た まり と な っ た 。 揚子江 一 帯 が 紅蓮 の 炎 ( に つつ まれ た 。 
曹操 は 辺り が 赤く 染まる な か を 、 逃 げ 落 ち て いっ た 。 

と の 勝利 の あと 、 劉 備 は 長江 を さか の ぼっ て 城 を 築き 、 孔 明 の 「 三 分 の 計 」 に 従っ 
て 久 を 治め る べく 、 関 羽 を 現地 駐留 軍 と し て 残し 、 成 都 に 向かっ て 出発 し て いっ た 。 
こと れ 以後 、 天 下 は 「 三 国 上 処 立 」 時 代 へ 向かっ て いく 。 


「 赤 壁 の 戦い 」 に よっ て 、 劉 備 の 勢力 は あな どり が た いも の と な っ た 。 疑心 暗 移 の 孫 梅 
は 、 妹 と の 政略 結婚 に よる 懐柔 策 を と る と と に し た 。 し か し 、 周 は 、「 劉 備 、 養う 
は 虎 を 飼う に 似 た り 」 と 強硬 策 を 説い た が 、 ま も な く 病 死 し て し まう 。 

留 は 古来 「 天 府 」 と いわ れる 豊か な 土地 だ 。 い ま 、 と こと に 、 劉 備 の 眼 が 注 が れ て い 


た 。 ま た 、「 赤 壁 の 戦い 」] か ら 3 年 、 や っ と 傷 の 癒え た 曹操 も 、 こ と を 狙っ て いる 様子 
で あ つ / こ o 

「 こ と は 急 を 要 し ます 。 非常 手段 を と 用 いて で も 久 を 准 う さ べき だ 」 と する 鳳 雛 の 進言 
を 入れ た 劉備 は 、 彼 を 参謀 と し て 、 留 へ 兵 を 進め た 。 鳳 雛 は 、 上 ・ 中 ・ 下 の 三 計 を 示 
す が 、 劉 備 は 例 の ご と く 、 人 心 を 常 握 する こと こと の 重要 性 を 考え て お だ や か な 策 を と っ 
て いる 。 

久 へ の 進撃 を 始め て 以来 3 年 で 、 よ う や く 劉 備 は 成都 を 得る 。 

魏 に 曹操 、 呉 に 孫権 、 劉 に 劉備 。 か く て 「 三 国 志 」 の 名 の まま の 三国 時 立 の 状態 が 
は ば 確立 する の だ が 、 三 つ 巴 の 激しい 争い は 、 い つ 果 て る と も な く 続 いて いく 。 盾 州 
で は 劉備 と 孫権 が 、 漢 中 で は 劉備 と 曹操 が 、 土 地 領有 権 を めぐ っ て 激しく 争う 。 そ し 
て 捉 州 を 守備 する 現地 責任 者 が 関羽 で 、 彼 は 、 北 に 曹操 、 東 に 孫権 と 真 向 か ら 向き 
合っ て いた 。 

と の 時 期 、 曹 操 が 漢中 を 制圧 し 、 劉 備 は 留 の 危機 に 見 舞 わ れる が 、 や が て 劉備 が ふ 
た た び 制 州 、 漢 中 の 攻防 で 勝利 を お さめ 、 さ ら に 曹操 が 漢中 故 居 に 成功 する な ど 、 め 
まぐ る し い 変 転 が 繰 り 返 され る 。 し か し 曹操 は 、「 漢 中 は 鶏 の ガラ の ご と きも の で 、 
捨て る に は 惜しい が 喰っ て みて も た いし て うま いわ け で は な い 」 と いう 言葉 を 残し て 
漢中 を 去っ て いく 。 か く て 、 劉 備 は 、 漢 中 王 と な る 。 

と の 間 、 関 志 は ひと り 制 州 を 守っ て いた の で ある 。 そ の 関羽 が 、 制 州 動乱 の 中 心 人 
物 と な る 。 

と の 時 期 の 呉 出 の 制 州 の 指揮 官 は 呂蒙 と いう 人 物 で ある が 、 彼 は 表面 で は 関羽 と 友 
好 関 係 を 装い な が ら 、 長 江 一 帯 を 呉 が 領有 する と こと を 目論み 、 関 羽 を 討ち 果たす こと と 
を 策略 し て いた 。 孫権 と 孔明 が 申し 合わ せ た 呉 ・ 劉 連合 を 反 古 に する 方 向 で ある 。 

お り し も 、 関羽 は 北 に 向かっ て 魏 領 、 挫 城 を 包囲 、 急 いで 曹操 は 援軍 を 派遣 する 。 
関羽 は 魏 領 内 で さか ん な ゲリラ 行動 を 行ない 、 曹 操 の 心 胆 を 寒 か ら し め た 。 と の と き 
「 長 江 か ら 南 を 孫権 に 与え る 条件 で 彼 と 手 を 組み 、 関 羽 の 後方 を 突 か せれ ば …… 」 と 
進言 し た の が 、 司 馬 仲 達 。 費 操 は と の 策 を 容れ て 、 赤 壁 以来 の 仙 ・ 人 孫権 と 同盟 し 、 曹 
操 ・ 人 孫権 同盟 軍 に よる 関羽 を 挟み 撃ち に する 密約 が 成立 し た の で ある 。 

関羽 は 、 中 国 で も 日 本 で も 昔 か ら 人 気 が 高 く 。 文 武 両道 の 人 物 の よう に いわ れる が 、 
実際 は 外交 な ど は 不得 手 だ っ た よう で 、 と の よう な 動き に も まっ た く 気 づい て いな い 。 
密か に 劉 へ の 脱出 を 試み る も 、 孫 権 の 兵 に 捕 ら われ 、 一 子 関 平 と と も に 斬ら れる 。 関羽 
の 首 は 、 曹 操 の も と に 送ら れ 、 手 厚く 葛 ら れ た 。 

翌 建安 二 十 五 年 (220 ) 正月 、 希 代 の 権 謀 家 、 乱 世 の 到 雄 、 曹 操 が 洛陽 で 没 する 。 
と き に 66 歳 。 皇 太子 の 曹 不 が 跡 を 朋 っ て 魏 の 王位 に 就く 。 そし て 、 不 有 遇 の 王 、 献 帝 は 
位 を 曹 不 に 譲っ て 退位 。 曹 不 が 文 和 帝 を 名 乗り 、 年 号 を 黄 初 と 改め た 。 光 武帝 に よる 後 
漢 朝 中 興 以来 の 172 年 の 歴史 は 、 と て と に 幕 を 閉じ た 。 


ー 連 の 政治 的 変革 は 、 劉 備 を 絶望 させ た 。 衰え た 漢 王 室 を 再建 する と と を 生涯 の 支 
柱 に し て きた 劉備 に と っ て は 、 大 き な 痛 手 で あっ た 。 

見 兼ね た 孔明 を は じ め と する 臣下 は 、 劉 備 自 身 が 皇帝 と な り 漢 王朝 の 正統 を つぐ で 
きだ と 進言 、 こ とれ を 受け た 劉備 は 成都 で 即位 、 年 号 を 章 武 と 定め た 。 

帝位 に 就 い て も 、 劉 備 は 関羽 を 殺し た 孫権 を 憎む 気持 ち が 消え な い 。 諸 臣 の 反対 を 
押し 切っ て 劉備 は 呉 へ 兵 を 入れ た 。 皇帝 と し て の 軍事 行動 で は な く 、 私 情 で ある 。 時 
も 時 、 張 飛 が 部 下 に 殺さ れ た と いう 悲 報 が 届く 。 上 に 対し て 篤く 、 下 に 対し て 非情 で 
あっ た 彼 は 、 指 導 者 と し て の 資質 に 欠け る も の が あっ た 。 

は じ め 劉 備 の 軍団 は 呉 の 領土 に 向かっ て 破竹 の 快 進撃 を する が 、 や が て 疲労 の 極 に 


達し 、 み じ め な 敗戦 を 迎え る 。 敗 れ た 劉備 の 軍 は 、 兵 糧 の すべ て を 失い 、 戦 死者 の 亡 


骸 は 長江 の 流れ を せき 止め る ば か り で あっ た と いう 。 





劉備 は 、 白 帝 城 に 逃げ 込ん だ 。 

敗 報 に 接し た 留守 居 役 の 孔明 は 、 長 嘆 息 し た 。 

劉備 は 白 帝 城 に と ど ま っ て 再起 を は か っ た が 、 病 を 得 て 床 に 就き 、 死 期 の 近い と と 
を 悟っ た 劉備 は 、 成 都 か ら 諸葛 孔明 を 呼び 、 後 事 を 託す 。 

「 孔 明 よ 。 わ が な き の ち は 、 われ 代わ っ て 天下 統一 の 大 事 を 成 し 、 邦 を 安 ん じ 、 
民 を 泰 ん じ よ 。 も し わが 子 劉 禅 が 、 補 佐 す る に 値 い する 人 材 な ら 、 ど うか 充分 に 助け 
て や っ て ほし い 。 し か し 、 そ の 器量 で な いな ら ば 、 孔 明 よ 、 そ な た が 代わ っ て 帝位 に 
就く べし 」 

「 諸 葛 孔 明 は 、 あ くま で 臣下 と し て 和 皇 太 子 劉 禅 に 忠節 を つく す 所 存 。 必 ず や 、 わ が 
生命 を も っ て も 補佐 致す ば か り 」 

劉備 は 、 次 子 角 王 を 枕 頭 に 呼び 、 

「 父 の 死 の の ち は 、 諸 萬 孔 明 を 父 と 仰い で 仕え よ 。 何事 も 、 孔 明 の 教え に 従え 」 

章 武 三 年 (223 ) 四 月 、 劉 備 玄 徳 、 白 帝 域 に 没 す 。 63 才 。 


「 機 権 幹 略 、 魏 武 ( 魏 の 武帝 = 曹操 ) に 及ば ず 弘 毅 寛 厚 、 人 を 知り 士 を 侍 す る は 、 
け だ し 高祖 の 風 、 英 雄 の 器 あり 」 

「 三 国 志 」 の 著者 陳 寿 の 評 で ある 。 

五 月 、 劉 禅 が 成都 で 即位 、 17 歳 。 

劉備 の 遺 託 に も か か わら ず 、 劉 禅 は 、 凡 磨 で ちっ た 。 彼 は 、 国 政 の すべ て を 孔明 に 
ゆだね た 。 孔明 の 双 肩 に 、 重 い 責 任 が の し か か っ て 来 た 。 劉備 の 意志 を 流 み 、 漢 王朝 
再興 に 向け て 、 孔 明 は 、 全 身 全霊 を 打ち 込む 。 上 呉 と の 友好 関係 を 修復 し 、 南 部 の 反乱 
を 鎮圧 し た 。 内 憂 外患 と も に 解消 し た わけ で ある 。 

お り し も 、 文帝 ( 曹 不 ) が 没 し 、 子 の 背 考 が 即位 。 明 帝 だ 。 魏 は 政情 不安 定 で あっ 
た 。 と れ を 見 た 呉 は 魏 に 進攻 を 開始 。 孔 明 に と っ て も チャ ンス で ある 。 東方 か ら は 上 呉 
西 か ら は 久 が 魏 を 挟撃 で きる 。 諸 萬 孔 明 は みず か ら 軍 を ひき いて 魏 に 長征 する と と に 
な っ た 。 と の と き 出 陣 に 先立っ て 書か れ た の が いわ ゆる 「 出 師 の 表 」 で ある 。 


「 臣 亮 言 す 。 先帝 業 を 創 め 、 未 だ 半ば な ら ず し て 中 道 に 死 せ り 。 今 、 天 下 三 分 し 、 益 
州 疲弊 す 。 こ と れ 誠 に 危急 存亡 の 秋 な り 。 然 れ ど も る 侍 衛 の 臣 内 に 怠ら ず 、 忠 志 の 土 身 を 
外 に 忘 る る は 、 蓋 し 先帝 の 殊 過 を 追い 、 こ とれ を 陸 下 に 報 ぜ ん と 欲す れ ば な り 、 誠 に 宜 
し く 聖 徳 を 開 張 し 、 以 て 先帝 の 遺 徳 を 光 い に し 、 志 士 の 気 を 仮 弘 す べし 、 宜 し く 妄 り 
自ら 厚 薄 し 、 只 を 引き 義 を 失い 、 以 て 忠 諫 の 路 を 塞ぐ べから ず (云々 ) …… J 


不肖 の 子 、 劉 禅 に の と し て ゆく 諸葛 孔明 の 心中 、 い か ば か り 。 

建 興 五 年 (227 ) 、 諸 葛 孔 明 は 全 軍 を ひき いて 北 を 目指 し た 。 

魏 で は 動揺 が 広がっ た 。 し か し 明帝 は 落ち つい て いた 。 の と の こと 出 て 来 た 孔 明 軍 を 
一 蹴 す る 勢い で 、 迎 え 撃 つ 。 孔 明 は 参謀 に 馬 斉 を 任命 、 両 軍 は 街 亭 で 対戦 し た 。 と の 
時 馬 斉 が 大 失敗 を 演じ た 。 孔 明 の 指示 に そ な せい た の で ある 。 と の た め 、 た ち ま ち 苦 境 
に 陥り 、 無 残 な 敗北 を 喫する 。 こ とこ れ に よっ て 、 人 劉 軍 全体 の 進撃 が 不可 能 と な っ た た め 、 
孔明 は 馬 斉 を 斬っ て 全 軍 に 陳謝 の 意 を 表す る の で あっ た 。 世 言う 「 泣 いて 馬 訂 を 斬 
る 」 が と れ 。 

「 最 愛 の 部 下 の た っ た 一 度 の 失敗 で あっ て も 、 法 を 曲げ た の で は 示し が つか な い 。 
公正 無 私 こそ 、 真 の 指揮 者 の 真価 で あろ う 」 と 孔明 は 左右 に 語っ た 。 

諸葛 孔明 は 、 再 度 「 後 山師 の 表 」 を 奉っ て 撃っ て 出 た 。 

魏 の 軍師 は 司馬 仲 達 、 対 する 諸葛 孔明 。 

先 の 敗 江 を 教訓 と し て 、 孔 明 軍 で は 、 再 起 を 期し た 徹底 的 な 訓練 が お と な われ て い 
た 。 そ れ を 背景 と し た 孔明 の 基本 方 針 は 、 一 気 に 勝 敗 を 決する 即 戦 即 決 主 義 。 遠征 に 
反対 する 声 を 退け 、「 死 し て の ち 止 まん 」 と ば か り に 出撃 。 一 方 の 仲 較 は 、 長 征 の 孔 
明 軍 の 疲弊 を 待つ 持久 戦法 で ある 。 

知 謀 ・ 秘 策 の か ぎり を つく す 世 紀 の 対 決 の 戦場 は 、 五 丈 原 。 時 、 青 竜二 年 ( 234 ) 
で あっ た 。 

久 軍 が 出れ ば 魏 が 退く 。 孔 明 が 退け ば 仲 達 が 進む 。 戦い は と う 着 状態 の まま 、 や が 
て 孔明 が 陣中 に 病み 、 と の 八 月 、 五 丈 原 に 秋風 の 吹き 始め た と ろ 、54 年 の 生涯 を 閉 
じ る 。 

総 指揮 官 、 孔 明 の 陣 没 に よっ て 、 御 軍 は ひそ か に 撤退 を 開始 し て いた 。 て の 敗 軍 を 
追っ て いた 仲 達 の 軍 は 、 わ ざと 反撃 する と 見 せ か ける 物 軍 の 擬装 工作 に ま ど わ され 、 
孔明 が まだ 生き て いる の で は な いか と 疑い 、 急 に 退却 を は じ め た 。 

と れ が 、「 死 せる 孔明 、 仲 達 を 走ら す 」 と いわ れる 庄 の も と で ある 。 

諸葛 孔明 は 不 世 出 の 謀 師 と いわ れ な が ら 、 つ い に 、 劉 備 の 遺志 を つい で 漢 王室 を 復 
興し 、 洛陽 に 帰還 する と いう 目的 を 達成 する と と が で き な か っ た 。 一 方 司馬 仲 達 は 、 
魏 の 重鎮 と し て あら ゆる 権力 を 掌中 お さめ る こと こと が で きた 。 ば か りか 、 仲 達 の 孫 の 司 
馬 炎 が 晋 朝 を 創始 し て 天下 を 統一 、 三 国 時 代 の 終幕 を ひく の だ 。 

な ぜ か ? 

孔明 は 、 自 分 の 立て た 集 そ の も の の 効能 を た だ 楽し め ば そ れ で よかっ た の で は な 
か っ た か 。 そ れ に よっ て 、 劉 備 や 劉 禅 が 、 天 下 を 取 ろ うと 取る まい と 、 ど う で も よ か 
っ た の で は な いか と 思わ れ て な ら な い 。 ち ょ うど 、 如 水 ・ 黒 田 官 兵衛 が 、 あ りあ まる 
謀 才 を 持ち な が ら 、 み ず か ら は 天下 を うか が わ ず 、 秀吉 の 背後 に ちあ っ て 、 ひ た すら 計 
略 の 愉し さ を 味わっ て いた の と 一 脈 通ずる よう だ 。 智 者 、 智 に 湧 る 。 策 者 、 策 に 湧 る 。 
その 悲哀 が 、 孔 明 の 生 湊 に つき まとう 。 

くら で て 、 仲 達 こ そ は 、 ま こと と に 老 か いな 政治 的 手腕 の 持ち 主 だ っ た 。 





ルオ 


四 
~~ 





北 明 が 没 し て 五 年 後 の 景 初 三 年 ( 239 ) 、 倭 D 女 王 卑 弥 乎 净 、 魏 四 明帝 (曹操 の 孫 ) 
に 貢ぎ 物 を 貢 じ た と 「 魏 志 修 人 伝 」 は 記す 。 
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